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　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターは、2005 年の設立から４年目を迎え、

他大学の研究センターとの交流をテーマに、「文化遺産学交流会」を開催いたしました。

　第１回目は、2008 年 10 月 17 日に、第６回文化遺産学フォーラム「水がむすぶ文

化遺産～最上川と淀川～」の関連企画として、東北芸術工科大学東北文化研究センター

から菊地和博先生と岸本誠司先生をお招きしました。東北の歴史・風土に根差した研究

活動をテーマに、東北という地域が抱える問題・課題についてお話しいただきました。

　翌年の 3月 7日に開催した第 2回目の交流会では、奥村弘先生をはじめ、神戸大学

大学院人文学研究科地域連携センターの方がたにお越しいただき、自治体との提携や歴

史資料ネットワークの活動などをお話しいただきました。また、関西大学環境都市工学

部の岡絵理子先生には、丹波市での現代ＧＰの取り組みをご紹介いただきました。

　そして、本年 11月 19 日には佐賀大学地域学歴史文化研究センターを訪問し、第 3

回目の交流会を開催いたしました。

　それぞれの交流会では、なにわ・大阪文化遺産学研究センターの取り組みも紹介し、

活発な意見交換を行ないました。こうした交流会を通じて、さまざまな問題が山積して

いることが明らかになり、さらなる研究活動の必要性を痛感いたしました。

　最後に、本交流会の開催にあたり、ご協力をいただいた皆さまに対して、心より御礼

申し上げます。

　　2010 年 1月

　　　　　　　　　　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　髙橋隆博

ご あ い さ つ



例 言

・ 本書は、2008 年 10 月 17日および 2009 年 3月 7日に関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターにて、

　2009 年 11 月 19 日に佐賀大学地域学歴史文化研究センターにて開催された、文化遺産学交流会の報告書

　である。

・ 本書の編集は、関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター R.A.（リサーチ・アシスタント）の中尾和昇、

　影山陽子、藤岡真衣が行なった。
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第１回文化遺産学交流会

　　　　　　　　　　　                                     　　　　　　　　　　2008年10月17日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター

　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターでは、2008 年に最初の文化遺産学交流会を開催した。交流会の

目的は、他の研究センターの活動を知り、交流を深めていく点にある。また、当センターは地域連携を活動の柱と

しているので、他の研究センターが進めている活動状況を知ることによって、調査・研究の視点や、今後の進展を

改めて模索することも目的の一つといえる。

　最初の交流会でお迎えしたのは、山形県の東北芸術工科大学東北文化研究センターである。東北文化研究セン

ターは、2002 年度から 2006 年度にかけて、文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業（オープン・リサー

チ・センター整備事業）に採択された。研究課題である「東アジアのなかの日本文化に関する総合的な研究」で

は、東アジア地域を手がかりとした、新たな日本文化像の構築に向けた研究および、その成果の公開を進めてき

た。この事業では、東アジア研究という観点から、さまざまな分野の研究者をつなぐ、ネットワークづくりが成果

をあげた。さらに研究の一環として、「東北文化研究センターデジタルアーカイブス」が構築された。このアーカ

イブスは、国内および東アジアの近現代の絵はがき、写真や映像、論文・書籍をまとめたもので、これらの資料を

生業・風俗・景観などのテーマに分類し、データベース化をはかった。特に絵はがきのコレクションは、2007 年

時点で約 20,000 枚にもおよび、近代の生活の様子を知る上で貴重な資料群である。

　こうした研究事業が進められる一方で、東北地方では、農山漁村集落の少子高齢化にともない、廃村や集落の

解体または再編成が進んだ。東北文化研究センターでは、東北地方がかかえている現状にむきあうため、新たに

2007 年度から 2011 年度にかけて、第 2期目のオープン・リサーチ・センター整備事業「東北地方における環境・

生業・技術に関する歴史動態的総合研究」を研究課題として立ち上げた。この新規事業は、過去 5年間の研究事

業の成果を踏まえたうえで、東北地方の現状に応えるため、2つのプロジェクトで構成されている。プロジェクト

1の「東北地方における環境・生業・技術に関する歴史動態的研究」では、具体的な調査研究を基盤とした議論を

展開している。プロジェクト 2の「映像アーカイブの高度な活用に関する研究」では、調査研究を核として、映

像資料のデジタルアーカイブ・データベース化の公開と、その地域資源としての活用を提案している。特に、東北

文化研究センターでは、地域文化の活性化という点から、文化による地域づくりを提案する取り組みが、すでに第

1期目のオープン・リサーチ・センター整備事業のころから進められてきた。

　地域との交流という点では、なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動の柱である「地域連携」の取り組みに

つながるものがある。今回の交流会では、東北文化研究センターの多岐にわたる活動と地域連携について菊地和博

氏と岸本誠司氏からお話をうかがい、なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動との共通点・相違点をさぐる絶

好の機会となった。

（藤岡 真衣）
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東北文化研究センターの取り組み

　　　　　　　　　　　　菊地　和博

　菊地と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。私どもの東北芸術工科大学は、1992 年に

スタートして、今年で 16年目になります。大学

内にある東北文化研究センターは、東北の歴史風

土に根差した研究センターです。歴史風土に根差

した研究というのは何かというと、厳しい風土の

中でも豊かな大地に花開いた文化があることに注

目して、それに根差した研究・教育を行ない、そ

の先駆けとなりたいということです。

　東北文化研究センターは、センター長・副所

長・研究員というメンバーで構成されています。

センターがスタートしたのは、1999 年 4 月で

す。１年ぐらいは準備期間的なものでした。小さ

な部屋で所長の赤
あかさかのり

坂憲雄
お

さんと事務職員だけがい

るようなそういうスタートの仕方でした。私は、

もともと高校教員をしていましたが、センターの

２年目から研究員として大学教員になりました。

したがって、実質はメンバーがそろった 2000 年

の４月にセンターがスタートしています。また、

1999 年にセンターがスタートしてから、最初に

発行した機関紙が『まんだら』でした。現在で

は、36 号まで発行を重ねています（2008 年 10

月 17日現在）。

　本当にささやかなスタートを切ったのですが、

最初は赤坂さんと私と研究員合わせて 4人でス

タートしたのが、いつの間にか大変充実したス

タッフになりました。スタッフ全員がセンターの

専属であるわけではなくて、大学の歴史遺産学科

に所属する歴史・民俗・考古の教員がスタッフと

して配置されて教育に当たっているわけです。歴

史遺産学科と東北文化研究センターは、絶えず連

携をとりながらセンターの研究を進めています。

例えば、研究員の入
いる

間
ま だ

田宣
のぶ

夫
お

さんは、歴史遺産学

科の教授なんです。私は、９月まで専任のセンター

の研究員だったんですが、10 月１日から歴史遺

産学科に移籍後、准教授と東北文化研究センター

の研究員を兼務しています。福
ふく

田
だ

正
まさひろ

広さんも歴史

遺産学科の専任講師であり、センターの研究員で

す。私と今日一緒に参りました岸
きしもとせい

本誠司
じ

さんは、

東北文化研究センター専属の研究員ということで

ばりばり働いていただいております。また、『ま

んだら』の編集長もしていらっしゃいますし、た

くさんの仕事を抱えています。このように、歴史

遺産学科と連携して、東北文化研究センターが運

営されています。

　次に、センターが進めている、文化による地域

づくりの取り組みについて、実践事例をご紹介し

ます。例えば、一つに文化庁の「ふるさと文化再

興事業」がございます。これは、2002 年度から

受託研究として東北文化研究センターが山形県を

通じていただいた研究です。各市町村の伝承文

化、例えば芸能や和紙づくりや機織りといった伝

承技術を補助するという事業なんです。ただお金

だけを補助するのではなくて、山形県として、あ

るいは大学として、そういう地域に根差す伝承文

化を今後どのように育てていくのか、また大学教

育の中でどのように活かしていくことができる

か、あるいは私たち大学人がどのようにそこに関

わったらいいのか、そういう一つの展望を持った

取り組みをしていくという考え方のもとで、受託

研究を引き受けています。例えば、地域伝統文化

活性化マスタープランを作成したり、実地調査、

研究業務に従事しております。どのように地域を

活性化するのか、あるいは文化による地域活性化

をどのように展望していくかといったものをまと

めて、県と文化庁に提出するという作業をしてお

ります。また、実際に市町村に入り込んで団体か

らの聞き取り調査と指導助言を行なっています。

　そして、年度末には報告書のようなものをつ

くっています。例えば、2005 年度は、山形県教

育委員会からの受託で、東北文化研究センター

が編集・執筆をいたしまして、「伝承文化による

8
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地域づくり実践事例集」を出しています。また、

2006 年度の報告書は、「置
おきたま

賜地方に見る伝承文

化と地域社会」、そして、2007 年度は「山形県

置賜地方南部のシシ踊りと地域社会」ということ

で、シシ踊りという芸能に限定した取り組みで、

シシ踊りがどのように地域社会の活性化に役立っ

ているか、あるいは役立つことが可能かというこ

とを研究した報告書でございます。このような形

で報告をまとめています。

　また、「山形ふるさと塾」形成事業にも関わっ

ています。そこでは、「地域に根づく伝承文化に

対して私どもはどのような関わりかたをすれば良

いのか」ということをいろいろと検討しています。

実際の事業としては、11 月９日に子供たちを集

めて、 上
かみの

山
やま

市体育文化センター・エコーホール

で、県内の小学生が地域に根づく伝承文化を継承

している発表と交流の場を設ける計画をしていま

す。私は、この「山形ふるさと塾フェスティバル」

実行委員会の委員長をさせていただいておりま

す。私は民俗学の中でも、芸能を専門としていま

すので、そうした立場から子供にいろいろと指

導・助言をして、さらに交流と発表の場を設ける

ということまで関わっています。

　それから、山形県真
ま

室
むろがわ

川町には番
ばんがく

楽という芸能

がありまして、それも支援しています。例えば、

10月 12 日に開催された「番楽フェスティバル」

（真室川町・同町教育委員会主催、東北文化研究

センター後援）は、今年で 16回目を迎えました。

私どもの大学は、フェスティバルの後方支援をし

ました。その中で、私は全面的にそれに関わって、

実際に地元に赴いて、指導・助言をいたしました。

　さらに、「移動セミナー授業」も行なっています。

私どもが地域に出かけていき、その地域にふさわ

しい文化による活性化の話し合いをしたりするわ

けです。例えば、私と３人が出かけていきまして、

大
おおとも

友義
ぎ

助
すけ

先生（雪の里情報館名誉館長）という民

俗学の研究者も、パネリストとしてシンポジウム

に入っていただいております。私どもは、そのよ

うにして、地域に出かけていって、それぞれの歴

史・風土に根差した活性化策などを話し合う場を

設けています。

　それから最後に、「高校生のための地域学ゼミ

ナール」を今年も開催し、「火の民俗と文化」と

いうテーマで、山形県大
おお

蔵
くら

村の肘
ひじおり

折温泉まで高校

生と親御さんに来ていただいて、連続講座を行な

いました。私どもの研究員が 5人ほど出かけて

いって、地域の高校生や親御さんたちと１泊２日

で、夜は灯籠流し、精霊流しなどを体験し、昼は

一緒に散策して温泉に泊まったりと、積極的に地

域間の交流を図るための方策を展開しました。私

はそこで、民俗芸能という地域文化を梃
て こ

子にした

地域づくり・活性化策を手がけていって、そこで

一緒に指導や助言あるいは話し合いをしました。

そうした取り組みを、大学の授業やゼミの中で活

かしていただいており、センターの取り組みと大

学の授業の循環を試みています。

　私が今お話した以外にも、センターにはさまざ

まな取り組みがあります。その一つとして、セン

ターが発行している雑誌・研究誌がございます。

設立当初から出している雑誌である『東北学』。

それから地元の詩人で地域から思想を発信した真
ま

壁
かべじん

仁を研究する『真壁仁研究』。これは、私ども

にとって学ぶものが多いと思った人物をずっと研

究している雑誌です。あと菅
すが

江
え

真
ま

澄
すみ

を研究テーマ

とした『真澄学』や、『舞台評論』、『研究紀要』

があります。私が編集責任で出しているものとし

て、『最上川文化研究』という雑誌もあります。

　第１期目のオープン・リサーチ・センターは、「東

アジアの中の日本文化に関する総合的な研究」と

いう研究テーマでしたが、これは特にアジアを主

として研究したものでして、私は韓国の済
チェジュ

州島に

何度か行って多面的な調査をしました。

　現在、オープン・リサーチ・センター整備事業

は第２期目に取り組んでおります。研究テーマ

は「東北地方における環境・生業・技術に関する

歴史動態的総合研究」です。私が携わっているプ

ロジェクトでは、地域とのかかわりをテーマとし

て、民俗芸能を主とした地域社会に注目しており

ます。その 1つとして、東北固有の芸能である

山
やま

伏
ぶし

神
かぐ

楽
ら

の調査研究をしています。外部の研究者

は 11人で、ロシアの研究者も加わっていただい

ております。

9
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東文研アーカイブスの構築と活用

　　　　　　　　　　　　岸本　誠司

　東北文化研究センターの岸本です。よろしくお

願いします。僕は兵庫県出身で、山形に来て４年

目になります。関西に戻ってきて、山形のことを

お話しするのは、何か変な感じがしておりますが、

髙橋隆博センター長が山形出身で大阪にいらっ

しゃって、兵庫県出身の私が山形に行ってという、

何かおもしろいご縁を感じております。

　私のほうからは、東北文化研究センターの

アーカイブスを中心にお話しさせていただきま

す。センターでは、「東北文化研究センターアー

カイブス」、通称「東文研アーカイブス」を公開

しております（http://www.tobunken-archives.

jp/DigitalArchives/）。そのアーカイブスには、戦

前の絵はがきが約 25,000 点、大正から昭和 30

年代ぐらいにかけての写真が 2,000 点、私たち

が撮影した映像、あるいは自治体その他が所有し

ている映像 30本、それから私たちの研究に関係

する論文や史跡などの情報 1,200 件ほどが所収

されています。これを 2007 年２月に公開いたし

ました。

　このアーカイブスは、第１期目のオープン・リ

サーチ・センター整備事業「東アジアの中の日本

文化に関する総合的な研究」（2002 年度～ 2006

年度）のプロジェクトの一つとして構築されたも

のです。私は、第１期目の事業の後半から参加し

ましたので、詳しい概要は菊地先生がよくご存知

だと思いますが、第１期目は、現在進めている第

2期目の事業とはテーマが異なっていました。第

1期目のテーマは、東アジア（中国、韓国、ラオ

ス、ロシアなど）のいくつかの国家・民族や地域

をフィールドとして、東アジアから見た東北、さ

らに日本という視点で、広い地域や分野の研究者

をつなぐ、ネットワークづくりが非常に成果を上

げたプロジェクトではないかと思います。

　第 1期目の成果と反省も含めまして、第 2期

目のオープン・リサーチ・センター整備事業で

は、「東北地方における環境・生業・技術に関す

る歴史動態的総合研究」（2007 年度～ 2011 年

度）というテーマで、もう一度翻って、私たちと

その周囲の研究者自身が、東北をどう考えるのか

ということで、キャッチフレーズを「東北１万年

のフィールドワーク」としまして、環境史・歴

史・考古・民俗という視点で、現代から１万年の

タイムスパンを対象として、個々の研究者が取り

組んでいくという状況です。

　アーカイブスの話に戻りますが、最初のオープ

ン・リサーチのほうで、一つは絵はがきというも

のに注目しました。現在、絵はがきというのは、

実は古書業界でもしっかりとしたジャンルが確立

されているのですが、事業が始まった当時という

のは、まだ萌芽期でした。それに目を付けたのは

私どものセンターの所長である赤坂憲雄なんで

す。「絵はがきというのはおもしろいじゃないか」

「これを束にしたときに見える世界というのは必

ずあるはずだ」ということで、年間 5,000 点ぐ

らいの古い絵はがきを収集しました。そして、私

どもで絵はがきのデジタル化をして１点ずつ書誌

情報を登録して、それを検索できるシステムを構

築しました。

　現在、第２期目のオープン・リサーチ・センター

整備事業でも、プロジェクトの一つとして「映像

アーカイブの高度な活用に関する研究」を立ち上

げました。第１期目のほうでは、古写真や戦前の

絵はがきを束にして活用できる基礎づくりに力を

入れたわけです。そして現在は、「映像アーカイ

ブの高度な活用に関する研究」というプロジェク

トテーマに移行しつつあります。絵はがきや写真

という多分野にわたる資料を束ねたときに何かが

見えるはずだと考えています。我々研究者は、「古

写真や絵はがきというものを現代的視点からどう

読むことができるのか」というのを一つ考えてい

ます。でも、それだけに終始するのではなくて、
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それを携えて、私たちが取り組んでいるフィール

ドワークの現場に持ち込んだときに、どういった

展開が可能かというところを意図しました。

　その目標を一言でいうと、「地域の共有資源を

目的としたビジュアル資料の発掘と活用」です。

つまり、絵はがきのような印刷物、あるいは各家

庭に眠っているような非常に個人的な写真といっ

たものを美術的・歴史的な意味検討に終始するの

ではなく、絵画資料を使って、そこに住んでいる

地域の方々が、地域の今あるいは今後を考える手

がかりとして活用することを検索しています。そ

ういうことを東北文化研究センターが率先して取

り組んでいくという姿勢を見せることが、東北あ

るいは日本のためになるのではないかと考えて活

動しています。

　具体的な活動をいくつかご紹介いたしますが、

このプロジェクト「映像アーカイブの高度な活用

に関する研究」では、非常に個性的なテーマを考

えたなと思っています。この映像アーカイブの高

度な活用に活躍するのは、学生たちなんです。学

生たちをフィールドに連れていき、そこに眠って

いるさまざまなビジュアル資料というものを学生

たちが発掘してきます。さらに、集めたビジュア

ル資料をまとめて、それらに基づいた聞き書き等

の調査を進め、映像民俗誌のような形で提示しま

す。それを地元に還元して、地元の方たちと一緒

に地域のことを考えていくという取り組みを進め

ています。今後は、年に 2、3冊のペースで、そ

の成果が出てくるのではないかと考えています。

学生と一緒に村に入って調査をしていくなかで、

学生は地域の方たちと向き合いながら学習をし

て、かつ研究の素材を発掘していくことになりま

す。そうした点が、この研究の非常に個性的なと

ころではないかと考えています。

　アーカイブスの問題というのは、「アーカイブ

ス学」というものがあるように、非常に難しいん

です。非常に専門的になっていますので、そこで

私たちが戦っていくのではなく、私たちの大学、

あるいは私たちの進めてきたオープン・リサーチ・

センター整備事業から、地域の大学が地域や日本

を考えるときにどうであるかということを、アー

カイブスを通じて見ていくことだと思います。今、

地域は非常に早いペースで変わっていることが山

形に住んでいますとよく見えてきます。そういっ

た問題にこのアーカイブスの研究がどうつなが

るのか、そういうところに対して今後真摯に向き

合っていきたいと考えています。

菊地　和博（きくち　かずひろ）

　東北芸術工科大学東北文化研究センター准教

授。山形県立高等学校教諭、山形県立博物館民俗

担当専門学芸員を経て、2000 年 4 月から現職。

著書に、『庶民信仰と伝承芸能』（2002 年）、『東

北学への招待』（2004 年）、『やまがた民俗文化

伝承誌』（2009 年）などがある。

岸本　誠司（きしもと　せいじ）

　東北芸術工科大学東北文化研究センター専任講

師。近畿大学大学院修士課程修了。同大学民俗学

研究所研究員を経て、2005 年 4月より現職。専

門は民俗学。とくに、生業と環境、栽培作物（マ

メ類）の民俗について研究している。著書に、『中

世村落の景観と環境―山門領近江国木津荘』（共

著、2004 年）などがある。
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なにわ・大阪文化遺産学研究センター
　　　　　　　 　　　　と文化遺産学

　　　　　　　　　　　　　櫻木　潤

　私からは、「なにわ・大阪文化遺産学研究セン

ターと文化遺産学」をテーマにご報告させていた

だきます。その後、特別任用研究員の内田から、

なにわ・大阪文化遺産学研究センターがこれまで

大きな柱としてまいりました地域連携、先ほども

東北文化研究センターが地域とのつながりという

ことでお話しいただきましたけれども、私どもの

センターも地域連携ということを一つ大きな柱と

しておりますので、そのお話をさせていただきた

いと思います。

　まず、センターは、その名前にありますように、

「文化遺産学」という、新しい学問体系を構築す

ることを目指して、設立されました。

　では一体、文化遺産学とは何なのかということ

ですが、これは髙橋センター長が関西大学 120

周年記念行事のシンポジウムの基調講演で述べて

おられることなんですが、何が文化遺産なのかと

いうことを模索することがまず第一であると。第

二に、その模索した文化遺産というものの研究の

方途、どのように調査や研究を進めるのかという、

その研究の方途を構想し、それを進めていくとい

うこと。第三に、その文化遺産としたものをただ

単に大学の中の研究者が調査や研究をして終わり

ということではなくて、その成果というものを地

元の人たちに還元する。あるいは地元だけではな

くて広く社会に還元するということが文化遺産学

であると定義されておられます。

　まず、１番目が大事でして、何が文化遺産なの

かということを模索するということです。その文

化遺産とは何かという問題に対しては、大きく言

えば国宝とか重要文化財、あるいはユネスコが登

録している世界遺産といった、だれもが知ってい

るものを取り上げるだけではなくて、地域の歴史

に根差してきたいわゆる “Living Heritage”、生き

た遺産というものを発掘し、それに光を当てると

いうことが「文化遺産学」においては大切なのだ

と思います。そのためには、地域の文化遺産とい

うものを発掘したり、それを生きた遺産として地

域の中で活用している方がたと交流をしていくこ

とも文化遺産の模索にとってはカギとなります。

　一方で、地域の文化遺産にその地域の人たちが

気づいていないような場合、地域の人びとが住ん

でいるその近くに、文化遺産があるということを

気づいていただくということは、文化遺産学の使

命といえるでしょう。したがって、「地域が何を

文化遺産としているのか」という視点を常に持っ

ておく必要があるのではないかと思っています。

　これまでそのような考えのもとで行なってきた

なかで、代表的なものを挙げますと、まず１年目

に取り組んだ藤井寺市の道
どう

明
みょう

寺
じ

天満宮の総合調

査がございます。その総合調査では、単に古文書

の調査だけではなくて、境内の樹木や石造物、あ

るいは社殿に置かれている 什
じゅう

器
き

といったものま

で含めて調査をしました。

　また、初年度から進めておりまして、今年度中

に報告書を作成し、2009 年 5月に史料館として

オープンされる予定である、八尾市の旧安
やすなか

中新田

会所跡の植
うえ

田
だ

家総合調査があります。これも文献

調査だけではなくて、植田家が持っておられた陶

磁器だとか、あるいはいわゆる民具というような

ものも含めた形で “まるごと” 調査をしました。

　それから、今年度・来年度の計画で始まってお

りますが、大阪市平野区の杭
く

全
また

神社でも総合調査

を進めて、その総合調査を通じた地域との連携を

深めています。総合調査をした成果については、

地域の人々に還元するという意味で、地域連携企

画というものを初年度から年に１回開催しており

ます。そういった形で、地域の人たちに広くその

成果を公開して、地元の文化遺産というものを

知っていただいております。有名な文化遺産だけ

ではなくて、自分たちの足元にもすばらしいもの
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があるんだということに気づいてもらうきっかけ

にしています。

　先ほどから、道明寺天満宮や杭全神社といった

名前が挙がっていますように、センターとしては、

文化の集積地である大阪の神社や寺院に注目し、

それらをフィールドにしてまいりました。

　そこで、神社や寺院を中心に、何が文化遺産で

あるのかを考える上での手がかりとして、セン

ターでは４つの研究プロジェクトを設置しており

ます。その４つとは、祭礼遺産研究プロジェクト、

生活文化遺産研究プロジェクト、学芸遺産研究プ

ロジェクト、歴史資料遺産研究プロジェクトです。

　それぞれの主な活動といたしましては、祭礼遺

産研究プロジェクトでは、大阪の夏祭り調査を初

年度から続けてまいりまして、６月 30日の愛染

祭から、７月 30日から８月１日にかけて行なわ

れる住吉大社の住吉祭までの大阪府内のお祭りを

調査し、それをカレンダーふうに一目でわかるよ

うな形で「夏祭りカレンダー」としてその成果を

皆さんに頒布しています。あるいは肥
ひ ご

後和
かず

男
お

氏が

調査された『神社を中心とする村落生活調査報告』

の翻刻というようなことを行なっております。

　生活文化遺産研究プロジェクトに関しまして

は、大阪の食文化や伝統技術というものに焦点を

当てて進めております。大阪の食文化として、現

在取り組んでおりますのは、なにわの伝統野菜の

復活やその調査・研究です。また、実際にこれを

センターでも栽培し、肌で体験しています。伝統

技術については、中世の河内鋳
い も じ

物師以来の系統を

引く大阪錫
すず

器
き

や、角
かくたにせいいち

谷征一先生の工房における鋳

物の製作過程の記録などを行なっております。

　それから、学芸遺産研究プロジェクトでは、関

西大学図書館所蔵の「鬼
き

洞
とう

文庫一枚摺」や、セン

ターが所蔵しております『長
ながしまこうましやませっさいどくらくえん

島侯増山雪斎独楽園

賀
が し

詞 帖
ちょう

 』といった資料を通して、近世大坂の学芸

に焦点を当てた研究を行なっています。また、大

坂代官であった竹
たけがきなおみち

垣直道の日記の翻刻も進めてい

ます。

　歴史資料遺産研究プロジェクトでは、『大日本

金石史』を編纂した木
き

崎
ざきあいきち

愛吉が旧蔵していました

「本
もとやま

山コレクション」の金石文拓本資料の調査・

研究が挙げられます。しかも、拓本だけを見るの

ではなく、現地に実際出かけて、今、金石文の状

況がどのようになっているのかということを含め

た調査を進めております。

　そのような方法でこの４年間進めているわけで

すけれども、文化遺産学の３番目となる成果の公

開ということで、ざっと申しますと、研究行事と

しましては、明日（10月 18日）行なわれます、「水

がむすぶ文化遺産～最上川と淀川～」のような文

化遺産学フォーラムや、レクチャーシリーズ、地

域連携企画、ワークショップでして、これらは主

に関西大学の学生を対象としていますが、実際に

大阪の文化遺産というものを体験してもらうとい

う機会をつくっております。

　出版物という形での研究成果の公開といたしま

しては、毎年の『年次報告書』。それから、各研

究プロジェクトの成果にもとづく『なにわ・大阪

文化遺産学叢書』がありまして、現在８巻を数え

ております。研究行事の報告書的な役割を果た

してくれているのが『NOCHS Occasional Paper』

です。あと、センターの情報や活動を知っていた

だくために、ニューズレター『難
なにわ

波潟
がた

』を年間３

号発行しておりまして、現在No. ９まで出ており

ます。それから、センターの活動を速報的にメー

ルでお知らせする「NOCHS MAIL」を月２回ほど

配信しておりまして、現在第 46号の配信です。

　以上述べましたように、新しい学問体系である

「文化遺産学」の模索と調査・研究、その成果の

公開ということを活動の中心として４年間取り組

んできたところです。

櫻木　潤（さくらぎ　じゅん）

　センター P.D.（ポスト・ドクトラルフェロー）。

専門は日本古代史。論文に、「嵯峨・淳和朝の「御

霊」慰撫―『性霊集』伊予親王追善願文を中心

に」（『仏教史学研究』47-2、2005 年）、「平安時

代初期の得度・受戒制度―空海の「出家入唐」を

めぐる二種の太政官符を中心に」（『ヒストリア』

208、2008 年）などがある。
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なにわ・大阪文化遺産学における地域連携

　　　　　　　　　　　　内田　𠮷哉

　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター

特別任用研究員の内田𠮷哉と申します。よろしく

お願いいたします。本日は、なにわ・大阪文化遺

産学における地域連携についてお話しさせていた

だこうと思います。

　当センターのコンセプトの一つとして、研究成

果を地域社会に還元するということを掲げていま

す。これに特化した研究行事として、「地域連携

企画」がございます。これを、我々のほうでは

「出
で

開
がい

帳
ちょう

 」と呼んでおりまして、今年で４回目を

迎えます。この地域連携企画を紹介することで、

当センターの地域連携に対する取り組みの様子が

見えてくるのではないかと思います。

　センターが設立された 2005 年に開催しました

のが、地域連携企画第１弾「河内国
こ う

府遺跡里帰り

展」です。そもそも関西大学博物館の収蔵品の中

に、藤井寺市にある国府遺跡から出土した遺物が

ありまして、それを現地に持っていって、展覧会

をやろうではないかというところからスタートし

ました。さらに、会場をお借りしました道明寺天

満宮の 南
みなみ

坊
ぼう

城
じょう

光
みつおき

興宮司が研究協力者になってい

ただいておりますので、そのご縁もございまして、

第１回目は関西大学博物館が所蔵している国府遺

跡の出土遺物を里帰りさせようという企画をいた

しました。参加者に「国府遺跡がこのあたりにあっ

たことをご存知ですか」と聞きますと、意外に多

くの方が国府遺跡を知っておられました。しかし、

実際にどのようなものが出土し、どういう研究が

行なわれているかということまでは、ご存知では

ありませんでした。このように、地元の方がたは

地域の文化遺産に関して、ある面ではよく知って

いるけれども、別の面ではよく知らないんだとい

うことがよくわかりました。

　次に 2006 年の地域連携企画第２弾は、「八尾

安中新田植田家の文化遺産」と題して開催しまし

た。八尾市には、植田家という江戸時代中期に大

和川付け替えに伴って開発された安中新田の管

理・運営を行なっていた家があるんですが、当主

の方が会所跡の家屋敷を丸ごと市に寄贈されまし

て、それを機に植田家を総合的に調査しようとい

う試みが起こりました。八尾市立歴史民俗資料館

の学芸員の小
こ

谷
たに

利
としあき

明さんが当センターの研究員で

もありますので、植田家の総合調査に関わらせて

いただきました。調査を進めていきますと、これ

ぞ文化財だというような美術品や古文書だけでは

なく、木綿で織った着物類や、ちょっとした什器

など、大変おもしろいものがたくさんございまし

た。そして、その成果を地元の方にぜひ知っても

らおうではないかということで企画しました。

　当日は、八尾市文化財課の方から「市指定文化

財旧植田家住宅整備について」というタイトルで

お話しいただいたんですが、この住宅整備につい

ては現在発展しておりまして、2009 年の５月に

資料館としてオープンする予定です。

　昨年の地域連携企画第３弾は、「もめん博物館

in 平野」と題して、大阪市平野区で開催しました。

これまでは、関西大学の博物館が所蔵しているも

のを展示したり、これまでの研究成果を地域の人

たちに知ってもらおうという方向性で企画を立て

ていたんですが、この第３弾で少し雰囲気が変わ

りました。といいますのも、平野という地域は、

歴史をさかのぼっていきますと、古くは「平野郷」

と呼ばれ、大阪とは別の独立した町であったわけ

でして、「平野かたぎ」ともいうべき気風が深く

残っております。ですので、平野ではもうすでに、

地元の方たちによって「平野の町づくりを考える

会」が結成され、町おこしの活動が活発に行なわ

れておりまして、「町ぐるみ博物館」という催し

を何年も前から開催されています。

　例えば、 京
きょう

政
まさ

食堂さんでは、「へっついさん博

物館」ということで、店先のちょっとしたスペー

スを利用して「竃
へっつい

」（かまどのこと）を展示して

います。大阪府の橋
はしもと

下知事が、「大阪ミュージア
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ム構想」を掲げておりますけれども、平野は、地

元密着型で、町そのものをミュージアム化するん

だという構想を早くから実現に移していた地域で

あります。しかし、平野の方は大学の研究者が乗

り込んできて調査・研究をするといった、形式張っ

たことを嫌うということなので、第３回目のとき

は、我々も町ぐるみ博物館に１つブースを出すと

いう形で参加させていただきました。

　また、この出張博物館の中に、さりげなく今ま

での研究成果を盛り込んでおこうと考えました。

それが「もめん博物館」です。八尾市という地域

は、河内木綿の産地でございまして、八尾市立歴

史民俗資料館では熱心に木綿の復元栽培に取り組

んでおられます。昨年、地域連携企画を準備して

いくなかで、木綿についての調査経過が蓄積して

きたものですから、これを平野の町に持ち込もう

と考えたわけです。テントを立てて糸車や綿くり

の道具などを置きまして、地域の子供たちに実際

に綿くり体験をしていただきました。

　来週（10 月 26 日）には、昨年に引き続き平

野の地で「平野をさぐる」と題して、地域連携企

画第 4弾を開催する予定ですが、今月の 5日に

は「大阪を探検しよう！」という関連企画を行な

いました。昨年度の地域連携企画は、「平野の町

づくりを考える会」の方がたと連携した企画だっ

たんですけれども、今回は外から平野を見てみた

らどうなるのかということで、関西大学に来たば

かりの留学生一人一人にカメラを持たせ、平野の

町を案内し、これはおもしろいと思ったものを写

真におさめてもらいました。そして、来週開催す

る地域連携企画では、写真コンテストを行なう予

定です。

　さて、これまでの地域連携企画を振り返って、

文化遺産学における地域との連携について考えて

みますと、1つには文化遺産は将来に向けた地域

の文化資源だということが言えると思います。地

域連携企画第３弾および第４弾で取りあげました

平野は、旧平野郷の流れを汲んでおり、地元意識

の強いところですので、すでに町ぐるみ博物館の

ような試みをしておられますが、これはむしろ特

殊な例でして、やはり大阪全般ということで言い

ますと、「我々の町にはこれがあるんだ」という

意識があまり見られません。大阪といえばたこ焼

きだとかお笑いだというステレオタイプな認識し

かありません。ですから、地元特有の古い文化遺

産が残っている寺社から、忘れられそうな文化遺

産を大学が発掘し、地域社会へ働きかけているわ

けです。

　２つ目には、地域との連携によって研究の切り

口が広がってきたということが挙げられます。地

域の中に入っていくことで刺激を受け、発展した

調査・研究活動というものが生まれてきました。

例えば、第１回地域連携企画で会場をお借りしま

した道明寺天満宮の宝物図録をつくらせていただ

きました。なお、当センターの成果物として出版

したこの図録は、道明寺天満宮でも出版・販売し

ておられます。

　３つ目には、文化遺産学の入り口として地域連

携企画が大変有効だと思われます。今回のフォー

ラムに際しまして、東北文化研究センターのこと

を勉強させていただきました。出版物として『東

北学』や『季刊東北学』というのがありまして、

それらを販売しておられるそうです（柏書房刊）。

当センターでは時々、「おたくでこういう本を出

したそうですけれども、お譲りしてもらえません

か」というお問合せがあるのですが、「すみませ

んが、一般にはお売りしてないんです」とお断り

するという状況が続いております。本屋に行けば

買えるという入り口の広さが、私としては大変う

らやましく思います。大学の研究センターという

のは、学術研究書を出すということは割と得意な

んですけれども、地域連携企画という入り口から

考えますと、直接に地域に乗り込んでいくこと

は、文化遺産学という学問の入り口を広げる、あ

るいは気軽に文化遺産のことを考えてもらうため

には大変有効な試みなのではないかと思っており

ます。最初は硬いタイトルの研究行事が多かった

のですが、最近ではそれがやわらかくなってきま

して、少しずつ知名度が上がってきたかなという

実感もございます。

　最後になりますが、東北学となにわ・大阪文化

遺産学を見比べてみますと、スタート地点が共通

していて、考え方も似たような部分があるんです

けれども、お互いがこのように集まって話をして

みますと、違いというものが明らかになってきま

した。おそらくこれが地域性というものなんだろ
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うと思います。今は駅を降りますと、どこも似た

ような景色でありますけれども、こうやって地域

というテーマで突き詰めていくと、東北学となに

わ・大阪文化遺産学というふうな差が出てきます

ので、これが本来の形なんだろうと思います。こ

うしてみますと、東北学にしましてもなにわ・大

阪文化遺産学にしましても「地域連携」というキー

ワードが、重要な位置を占めているのではないだ

ろうかと思います。

内田　𠮷哉（うちだ　よしや）

　センター特別任用研究員。専門は、写真や絵画

作品などの画像資料に基づいた大阪文化遺産の研

究。主な論文に、「聖徳太子伝と在地伝承の相関

―八尾・大聖勝軍寺の神妙椋木説話をめぐって―」

（『近畿民俗』175・176、2008 年）、「「豊臣期大

坂図屏風」に描かれた景観と人物」（『なにわ・大

阪文化遺産学研究センター 2008』、2009 年）な

どがある。
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ディスカッション

司会：それでは、討論を進めていきたいと思いま

す。ご自由にどこからでも結構ですので、ご意見・

ご質問等をよろしくお願いします。

藪田　貫（センター総括プロジェクトリーダー）：

　最初に二つほど聞かせていただこうと思いま

す。一つは、極端な話ですが、東北文化研究セン

ターがほぼ独占している状態なのでしょうか。そ

れから、センターとしての活動とオープン・リサー

チ・センター整備事業としての活動との連携とい

うのはどのように進めておられるのでしょうか。

菊地：山形大学という伝統的な国立大学がすぐそ

ばにあるんですが、山形大学は最上キャンパスと

名づけて、秋田に近い最上地域を拠点として、そ

こに学生をどんどん送り込んで、授業の一環と

して地域の方々といろいろな体験学習を行なって

いまして、そこが一つの学習の場になっていま

す。そして地域の皆さんと学生たちが一緒に民俗

や歴史を学ぶという社会科学習的なものをやり始

めておりまして、それが３年目か４年目に入って

いるかと思います。独立行政法人になってからこ

れまでは、国立大学全体が非常に内向きの研究と

いう傾向が強かったわけなんです。山形大学もか

つてはそういう姿を示していたわけですが、最近

になって非常に活発に動いておりまして、私たち

と連携している部分もあります。七
なぬか

日町
まち

という山

形市の中心街に蔵が多く残されておりまして、私

どもの学生と山形大学の学生が一緒になって「蔵

プロジェクト」という取り組みをしています。こ

れは東北文化研究センターではなくて、建築・デ

ザイン関係の学生と教員が合同チームを編成して

やっているんです。そこで山形大学の学生も加

わっております。最上のキャンパスと並行してそ

ういうことをやっておられます。

　また、すぐ近くに山形短期大学があります。つ

いこの間まで山形女子短期大学と名乗っていたん

ですが、男子学生を入れまして山形短期大学とな

りました。この大学は西
にしかわまち

川町という少し離れたと

ころに拠点を持ちまして、そこで学生が授業の一

環として地域に学び、それを地域に還元し、一緒

になって地域活性化のために取り組んでいます。

　そのように、私どものすぐ近くにある２つの大

学は、地域に開かれた大学であるためにはどうす

べきかを考えていて、そして教員や学生も地域に

行って、そこから学ぶべきものがとても大きいと

いう自覚をされているようです。そういうことで、

我が大学の一人勝ちではありません。ただ、私ど

もは 1992 年の開学当時から大学の方針として、

地域に開かれた大学でなければならない、また地

域から愛され、地域もこちらを愛するという関係

の中で大学というのは成り立っていかねばならな

いという理念のもと、取り組みを始めていました。

私どもはいろいろ新たな取り組みをしなければ、

地域から目を背けられかねないと思います。

　それから２番目のご質問ですが、オープン・リ

サーチ・センター整備事業と普段のセンターの取

り組みとがどう関わっているかという内容かと思

います。

　これは、関わっている部分と関わっていない部

分があると言うと何か語弊があるような気がしま

すけれども、オープン・リサーチ・センター整備

藪田総括プロジェクトリーダー

菊地　和博氏



OccasionalPaper№10　文化遺産学交流会

18

事業で取り組んだものを研究成果として『季刊東

北学』に盛り込む場合があります。したがって、

研究報告書的な色彩を持った『東北学』になって

いる号もあります。それは中間報告的な成果が出

たあたりか、あるいは最終的な成果が出たときに

盛り込むか、時期や方法、タイミングがあると思

いますが、そういう研究誌の発行の中で重なる部

分があるかもしれません。

　また、学内でシンポジウムや研究会、公開講座

を行なっておりますが、地域の皆さんに大学が取

り組んでいる研究の成果を広く公開し、それをも

とに意見交換を行なうといった、相互交流の場を

普段から持っています。実は 11月２日、３日に、

オープン・リサーチ・センター整備事業の一環と

して、大学の中で「東北地方の 頭
かしら

 信仰研究会」

というものにも取り組む予定です。それから、8

月4日に高校の先生方に広く参加を呼びかけまし

て、「高校生のための地域学ゼミナール」として

「火の民俗と文化」をテーマに講座を開催しまし

た。なぜ火にしたかというと、肘折というところ

が山伏の活躍した出羽三山の入り口の一つになっ

ていまして、採
さいとう

灯護
ご ま

摩や火渡りなど、よく火を使

うということにちなんで、「火の民俗と文化」と

いうテーマにしたんです。こんなふうにして、こ

れはオープン・リサーチ・センター整備事業では

ないんですが、絶えず高校生や一般市民が関わり

まして、講座や体験学習、シンポジウムを行なっ

ています。

　ただ、すべてがそういうふうにできるものでは

ありません。今、岸本さんが進めている酒田市に

面した日本海に浮かぶ「飛
とびしま

島」（山形県酒田市。

山形県唯一の離島）というところの民俗調査で

は、学生を連れて行って調査研究をしておられま

すが、研究員がそれぞれの得意分野で学生や地域

社会の方々と一緒になっていろいろと取り組んで

います。繰り返しますが、オープン・リサーチ・

センター整備事業と普段の東北文化研究センター

の調査研究とできるだけ一致させながらやろうと

いう心がけを持っています。

司会：他に何かございますでしょうか。R.A.（リ

サーチ・アシスタント）の方はいかがですか。

松永　友和（リサーチ・アシスタント）：

　リサーチ・アシスタントの松
まつ

永
なが

友
とも

和
かず

と申しま

す。この２年間「なにわ」のセンターで勤務させ

ていただいております。私は、センターの共通点

と相違点について考えながら、お話をうかがって

おりました。共通点としては、やはりオープン・

リサーチ・センターということで、地域に根差し

た研究ということがいえると思います。それから

相違点としては、デジタルアーカイブスが挙げら

れると思います。私たちのセンターでは少し立ち

遅れている部分だと思います。

　地域に根差しているという共通点があっても、

厳密に突き詰めていくと相違点があるのかなとも

思っております。東北学については不勉強で、恐

縮ですが、足元にある地域の文化遺産を再認識す

ることと、現実として地域が抱える問題に答える

こととは、意味合いが少し異なると思います。先

ほど岸本先生が最後に、地域が急激に変わってい

るというお話をされましたが、そのあたりをもう

少し詳しく教えていただけますでしょうか。

岸本：お互いに共通点と相違点があるということ

で、その共通点であるところの地域という問題な

のですが、私は大きく違うという印象を持ちまし

た。こちらのセンターの取り組みは、持続可能な

都市である大阪が歴史や文化を携えてどうなって

いくのか、というところに向き合う研究なのでは

ないかと思うんです。一方、私たちが向き合って

いる東北という地域は、都市ではありません。辺

境であり村であるわけです。つまり、縮小社会の

最前線で非常に加速度的に変化していく現場と向

き合っていく研究です。私たちの場合は、研究で

松永　友和（R.A.）



第 1回文化遺産学交流会

19

ある一方で、運動のようなものと思っております。

『季刊東北学』が全国の書店で買える状況になっ

ていることは、大きな意味がありまして、「東北

から日本あるいはアジアを見たときに何が言える

のか」ということを世に問うために、いろいろな

人に見ていただけると思います。『東北学』は第

１期の事業で刊行されまして、現在の第２期では、

『季刊東北学』を出版しております。また第１期

には、『東北学』とは別に、『別冊東北学』という

ものを刊行していました。これは、論文のような

学術的な文章ではなく、東北のさまざまな地域あ

るいは人々の生の歴史を紡いできたような雑誌で

した。その後、『仙台学』をはじめ、それぞれの

地域における有志の手によっていくつもの地域誌

が生まれました。具体的には、『村山学』『会津

学』『仙台学』『盛岡学』『津軽学』です。それぞ

れの地域で、自分たちの地域の歴史や将来のこと

を考えていくという運動が展開されています。現

在、『仙台学』は６号まで刊行されています。また、

これら地域誌は、地域に読まれる雑誌として大き

く成長しています。なかには、増刷するようなも

のも出てきておりまして、研究者が研究した成果

を地域に還元するだけではなくて、地域の人たち

が地域で学び、そしてその地域の将来を考えてい

くためのツールや媒体というものを広めていくと

いう状況にあるのではないかと思っています。

司会：他にご質問はいかがでしょうか。

石本　倫子（リサーチ・アシスタント）

　リサーチ・アシスタントの石
いし

本
もと

倫
みち

子
こ

です。よろ

しくお願いします。私はこの 4月にセンターに

入ったばかりですので、東北学どころか、なにわ・

大阪文化遺産学自体も勉強中なんですけれども、

今お話を伺っていて、まず大阪・山形というそれ

ぞれの地域が直面している現実が違うというお話

をされて、おっしゃる通りだと思いました。持続

可能な地域と持続することを課題としてしている

地域との差ということをすごく感じました。そこ

で、大阪ではできないけれども、逆に東北という

地域だからこそできるという点はありますでしょ

うか。また、東北文化研究センターの「東アジア

のなかの日本文化に関する総合的な研究」という

事業の中で、「詩的な場所」という表現がありま

しすが、これはどういうことなのでしょうか。

菊地：いきなりこんなことを申し上げますが、小

泉内閣以降、農業で地域間格差が目についてきた

なという実感があります。つまり、農業が産業と

して成り立たなくなってきつつあるということな

んです。私が先ほどから申し上げている民俗文化

の中の伝承芸能・民俗芸能を維持してきたのは、

農村であり農民であるわけです。ところが、現在

はそんな踊りを踊っている場合ではないという地

域がかなり多いんです。これは、非常に危機的な

状況だと思います。東北だけではありませんが、

例えば 東
ひがし

 根
ね

市は、サクランボがたくさんとれる

ところで、対外的にも「果樹王国」とアピールし

ているんですが、村
むらやま

山市・大
おおいし

石田
だ

・尾
お

花
ばなざわ

沢と北に

行けば行くほど雪が多くて、最上なんていうとこ

ろは果物がほとんどとれないんです。畑作や稲作

など頼れる作物がとても限られている土地が多く

て、つくればつくるほど赤字が出るという状況が

見られます。

岸本　誠司氏

石本　倫子（R.A.）
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　そのような中、私が研究対象としている民俗芸

能が地域から失われつつあります。それは、後継

者が不足していることによると思われます。担い

手であった農家の方々は農業ができなくて、サラ

リーマン化して、近くの工場で夜勤をしている方

もいます。そうなってくると、練習する時間がな

くなってきます。また、若者は携帯が通じないよ

うな山合いの集落にはいたくないというのが現実

なんです。だから、若者の流出、少子化、そして

農業の危機的な状況、これらが重なって大変な状

況にあるというのが東北の偽らざる実態なんです。

　ですから、私どもが「東北地方における環境・

生業・技術に関する歴史動態的総合研究」に焦点

を絞った一つの理由は、そういうところにあるわ

けです。「東北文化研究センター」という名前で

ある限りは、このような東北の実態を研究者とし

てきちんと受けとめて、我々は一体何ができるの

かを見つめ直さないといけないわけです。

　そういう実態を目の当たりにして、私自身民俗

芸能の研究者として何ができるのかを考えなが

ら、地域に行ってシンポジウムや基調講演におい

てお話しているのですが、それは簡単に言うと「励

まし」なんです。ただ言葉で「頑張れ」と言うの

ではなくて、「こういうところではこんなやり方

で何とか維持していますよ」という事例をお話し

しているわけです。

　その事例の一つとして、限界集落を取り上げて

います。例えば、米
よねざわ

沢市の山奥にある限界集落で

は、たった 10人しかいない集落なのに、一度も

途絶えずにシシ踊りが演じられているんです。ど

うしてそんなことが可能かというと、山をおりて

米沢という中心街に移り住んだ人たちが、応援に

駆けつけてくれるわけです。ふるさとの芸能とい

うことで、「自分は山をおりて中心部に移り住ん

だけど、やっぱり忘れられない」という自分が育っ

たふるさとの文化に対して責任を持つ人たちが、

市内のコミュニティセンターで練習をし、そして

当日に集落の人たちと合同チームを組んで披露す

るんです。いろんなところに行って、「皆さんよ

りも厳しい状況に立たされながらも、地域の文化

の灯を消さないように頑張っている人たちがいっ

ぱいいるんですよ」ということをお話しし、励ま

してくるということの繰り返しです。これだけで

はなく、岸本さんが調査を行なっている飛
とび

島
しま

も本

当に今大変な状況にあります。普段は酒田市に家

を持っているんですが、夏場だけ飛島に住むんで

す。冬場などは、もう過ごせないようなところで

す。そんな感じですので、飛島の民俗文化や地域

文化を維持するのは大変難しくなってきているわ

けです。

　とにかく私たちは、東北地方における環境・生

業・技術という実態に立ち向かいながら研究し、

そこで何が地域の皆さんのお役に立てるのかとい

うことに直面しています。ですから、そういう暮

らしの実態から考えれば、相違点が出てくるとい

うのは当然だと考えています。どちらが良いとか

悪いとかでは決してなくて、それぞれの地域性が

非常によく出ていておもしろいなと思います。

司会：「詩的な場所」という質問については、い

かがでしょうか。

岸本：女性だからなのか、やはりこういうところ

をしっかりと見ていただいているなと思います。

おもしろいタイトルなんですが、私もこれを最初

に見たときは「何だろう」と思いました。これ自

体は、当時私たちと同じ研究員だった飯
いい

田
だ

恭
きょう

子
こ

さんという方が、ドイツに留学されたときの指導

教授であるデトレフ・イプセン（カッセル大学教

授）という方が取り組んでいる考え方を日本に導

入して研究につなげたものだったんです。

　わかりやすく言いますと、空間や場所というも

のの意味を現代的な視点、あるいはより感性的な

部分を広げたところでとらえたものです。これに

ついて私も一緒に研究会を持った時期もあったん

ディスカッションの様子
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ですが、やはり最初はなじまなくて、どこを詩的

に思うかなんて人それぞれで違うだろうと思って

いたんです。それはもちろん違うんですけども、

そのなかで私なりにこういうことだろうと思った

んです。例えば、かつての村のような社会を想定

した場合、そこに住んでいる人たちというのは、

ほとんどが生活共同体のような人たちですから、

同じような意味をもつ「場所」を共有できたわけ

です。例えば、ここは行ってはいけない場所、あ

そこは神聖な場所、そしてそれが時間によって変

わるというのは承知していたわけなんです。これ

が現代社会の場合、歴史的な経験を共有しない

人々が共存するような社会になってきます。そう

なった場合に、かつては固定的に思われていた場

所というものが変わってくるし、意味も変わって

くるわけです。そうした他者的・内在的な場所と

いうのを考えた場合に、アートや歴史といったも

のをうまく組み合わせれば、多様な価値観や人生

を持つ人たちが共有できる場として機能していく

のではないかというような研究会でした。やはり

大阪も都市ですから、非常に歴史が重いと言われ

る場所があっても、ある人はすごいと思い、ある

人は全然興味がなかったりするわけです。多様な

価値観を持つ人が、ある場所を共有の場所として

大事に思うようになるのか、ということは考えて

みると非常におもしろいのではないかと思いまし

た。

司会：ありがとうございました。それでは、これ

にて本日の文化遺産学交流会「東北学となにわ・

大阪文化遺産学」を終了せていただきます。菊地

先生、岸本先生、どうもありがとうございました。



23

第 2回文化遺産学交流会

第２回文化遺産学交流会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年 3月 7日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター

　2009 年３月７日（土）、第１回に引き続き、当センターに於いて第２回文化遺産学交流会「神戸大学大学院人

文学研究科地域連携センターと関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター」を開催した。今回は、当センター

と同じ関西圏内で、地域の歴史遺産の活用に取り組んでいる神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターの方が

たにお越しいただいた。

　神戸大学は、教育と研究に並ぶ第三の使命として社会との連携および協力をより重視しており、人文学研究科、

医学部保健学科、農学研究科にそれぞれ地域連携センターを設立している。その中でも、人文学研究科地域連携セ

ンター（以下、地域連携センター）は、文学部の日本史専攻の教員により 2002 年に設立され、主に歴史文化を中

心に活動しているセンターである。特に地域の歴史的環境を活かしたまちづくりの援助に力を入れており、小
お

野
の

市

や伊
い

丹
たみ

市など兵庫県内のさまざまな市との連携事業を行なっている。また、阪神・淡路大震災で被災した史料の保

存・活用も行なっている。地方自治体や地域の市民団体を積極的に支援し、またそれらを学生が知識や技能を社会

で実践的に深める場ともすることで、双方向的な事業となっている。

　交流会当日、地域連携センターからは、事業責任者である奥
おく

村
むら

弘
ひろし

 氏、県内自治体等との連携事業全体および地

域連携協議会を担当している坂
さか

江
え

渉
わたる

 氏、阪神地域を中心とする文献資料所在確認調査・神戸市淡
おう

河
ご

における連携

事業・神戸市灘区との連携事業などを担当する木
き

村
むら

修
しゅう

二
じ

氏、朝
あさ

来
ご

市生
いく

野
の

町との連携事業・たつの市新
しん

宮
ぐう

町との連

携事業を担当する河
こう

野
の

未
み

央
お

氏、阪神・淡路大震災資料の保存・活用に関する事業を担当する佐
さ

々
さ

木
き

和
かず

子
こ

氏、歴史資

料ネットワーク事務局長をつとめ、被災した歴史資料の救出・修復活動にも従事している松
まつ

下
した

正
まさ

和
かず

氏、尼崎市富
と

松
まつ

における連携事業・神戸市淡河における連携事業・新修神戸市史の編纂事業を担当する村
むら

井
い

良
りょう

介
すけ

氏らに来ていた

だいた。

　交流会では、奥村氏と藪田貫（センター総括プロジェクトリーダー）から、それぞれの活動理念や地域連携にお

ける大学の役割などの報告があった後、参加者全員を交えての議論が行なわれた。続いて、河野氏によるワーク

ショップ「水損史料の応急処置実習」が行なわれ、水損史料を模した、水に浸された和綴じの冊子から水分を取る

作業を体験した。交流会後半では、坂江氏と、当センターの内田𠮷哉（特別任用研究員）から、それぞれのセンター

の具体的な活動内容が紹介された。また、関西大学環境都市工学部の岡
おか

絵
え

理
り

子
こ

氏に、現代的教育ニーズ取り組み支

援プログラム（現代ＧＰ）「農山村集落との交流型定住による故
ふるさと

郷作り―持続的に “関わり続けるという定住のカ

タチ” による 21世紀のふるさとづくり―」として 2007 年から行なわれている、兵庫県丹
たん

波
ば

市青
あお

垣
がき

町での活動に

ついてご報告いただいた。

　地域連携センターと当センターは、地域連携に力を入れていること、携わるスタッフの構成など類似点が多く、

そういった面から議論を行なう予定であった。しかし会がはじまってみると、二つのセンターには文化遺産に対す

るスタンスや発想などに多くの相違点があることが分かり、類似点・相違点の双方の観点から、議論を深めること

が出来た。文化遺産は地域に結びついているものであり、多種多様な地域それぞれに合ったアプローチが重要であ

るということを実感する会であった。

　（影山 陽子）
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大学と地域連携
 ―なにわ・大阪文化遺産学研究センターの取組を通して―

　　　　　　　　　　　　　藪田　貫

　今日は、なにわ・大阪文化遺産学研究センター

が取り組んでいることを踏まえて、文化遺産とは

何かという問題よりも、大学が地域の歴史・文化

にどう関わるかということについて、少し話をし

てみようと思います。具体的な活動については、

後ほど特別任用研究員の内田𠮷哉からお話いたし

ますが、なにわ・大阪文化遺産学研究センターは、

なにわ・大阪の地で歴史的に育まれてきた文化遺

産、すなわち “Living Heritage” の調査・研究を

通じて、それを文化資源として地域再生、地域活

性化に寄与するという目的で申請して採用され始

まった研究センターです。

　具体的に、「文化遺産とは何か」「文化遺産をど

うとらえるか」ということが実は一番ナイーブな

問題で、そのプログラムの中でも最も大事にした

いカテゴリーだと思っているわけですが、仮にと

いうことで取り上げたのが次の４つです。まずは、

祭礼を通じた遺産。それから食や建物あるいは伝

統技術といった生活文化にかかわる遺産。そして

学問や芸能といった都市を支えている大きな要素

である学芸遺産が３つ目です。最後に、金石文や

非文字資料も含めた、さまざまな歴史的な資料を

とりあげる歴史資料遺産。そういったものを文化

遺産として取り上げながら進めてみようというこ

とです。ただし、最初に申しましたように、これ

らを即物的にやっていくのではなくて、これらを

通して「文化遺産とは何か」ということを考えて

みようということになると思います。

　この４つを見ていただくと、戦後の文化財保護

体系というものがすぐ念頭に浮かぶだろうと思い

ます。例えば祭礼遺産は、民俗文化財にあたると

ころがあります。それから、生活文化遺産もお

そらくそういう部分と有形文化財の技術工芸品と

か、無形文化財にあたると思います。学芸遺産は

どこに当たるかというと、おそらく技術・工芸だ

と思いますが、少しズレがあるかもしれません。

それから、歴史資料遺産については、記念物のと

ころに入っているだろうと思います。そういった

形で、このカテゴリーは、文化財とか文化遺産と

いうものを取り上げますので、当然ながら、日本

がつくっている文化財保護体系が背景としてある

と理解しております。そうすると、この国の進め

ている文化財保護体系との違いですとか、あるい

は共通部分というものが議論になってきていると

思います。例えば、我々のセンターでは、伝統的

建造物群のような、建物全体を一つの広域として

とらえるカテゴリーをとっておりませんし、文化

的景観ですとか、無形文化財の中にある演劇や音

楽というような部分は全く入っていません。そう

考えると、我々の文化遺産は、国の文化財保護体

系を参考にしながらも、その一部を取り上げてい

ると言っていいのではないかと思います。

　この事業は、オープン・リサーチという開かれ

た研究組織という分野で申請しましたために、ど

う組織を開いていくかということも問題になりま

す。どうしても学内で学生や研究者に開くことが

多いのですが、同時に地域社会と連携をしていく

ということがやはり一つの大きなテーマになって

まいりますので、その精神は「地域連携企画」と

してプログラム化されております。これは、おそ

らく今日の議論の一つの大きな焦点になるのでは

ないかと思います。

　まずは、先ほど触れました、我々が文化遺産、

すなわち “Living Heritage” という用語で考えた

ことと、国や地方自治体が進めている文化財行政

というものとの間に、どういう違いがあるのかと

いうことの整理をしておきたいと思います。

　文化財というのは、カルチュラル・プロパティ

ということで、かなり即物的なものを意識いたし

ますけれども、文化遺産というのはどちらかとい

えば誰かが誰かに遺産を継承していく、あるい
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はその遺産を受け継ぐという行為に重点があると

理解しております。ですから、物の場合であれば

壊すとか、売るということが問題になるわけです

けれども、文化遺産の場合は、将来に向けてバト

ンタッチをしていくという要素が重要だと思いま

す。もちろん文化財保護体系も、それを確実にす

るために指定するということをしておりますの

で、その精神の中にそれが入っていないわけでは

ありません。しかし、文化遺産という概念には、

保護し、バトンタッチしていくというところに強

いニュアンスがあるんだと思います。そのために

は、それを文化遺産と認定する人たちと意識を共

有しなければなりません。「私はこれを文化遺産

だと認めます。しかしあなたのものは文化遺産だ

と認めません。」ということではいかないわけで

す。文化遺産の基準というものがはっきりしてい

て、それに対するコンセンサスが重視されてくる

ということのほうが、大きい問題だと思います。

　国の文化財保護体系では、文化財というものの

基準がはっきりしておりますので、国から地方自

治体まで一本の線が通っています。しかし、文化

遺産というのはそうではなくて、認定するコンセ

ンサスのほうが重視されるのではないかと思って

います。しかもこれは、突然生まれたものではあ

りません。そもそも文化財保護体系は、そのよう

な住民サイドのさまざまな保護にかかわるコンセ

ンサスを広く拾い上げることによって充実してき

ているわけです。

　例えば、民俗文化財というのは戦後に、文化的

景観も、2005 年にようやく保護体系に入りまし

た。つまり、それまでは景観というものを保護対

象にしなかったわけです。そういう意味で言えば、

一つの国の文化財保護体系といえども、時代とと

もに文化財に対する了解事項に広がりが生まれて

きて、それによって文化財保護体系が住民サイド

の意向と一致するようになって広がってきている

というふうに見てとれるだろうと思います。この

ことは、日本の市民社会や歴史を考えたときに随

分大きな転機をもたらしているのだろうと思って

います。

　私はここ２年ほど、世界遺産の暫定リストの

審査に当たりましたけれども、2008 年３月現在

で登録されている日本の世界文化遺産を都道府

県でみると、石
いわ

見
み

銀山を含めて 16県にあたりま

す。それから、平泉や長崎の教会群を含めて暫定

リストに載っているものを入れると 23県になり

ます。そして今度、暫定リストに追加提案され

た「百
も ず

舌・古
ふるいち

市古墳群」など 19県を加えますと、

42県になるんです。そうしますと、47都道府県

の中で世界遺産に手を挙げてないところは、わず

か５県しかないんです。千葉県は、その一つです。

ですから、世界遺産という世界的に見ても貴重な

ものが自分たちのところにあるという意識が、住

民の側で非常に高まってきているということが見

てとれます。このことは、文化財保護体系が持っ

ているトップダウンの方式よりも、むしろボトム

アップの動きのほうが顕著だということのあらわ

れだと思います。

　私は、地域社会と文化遺産の関わりをとくに大

きく変えたのは、文化的景観だと理解しておりま

す。それはなぜかというと、旧来の文化財保護体

系のもとで言えば、京都や奈良を含めた古代以来

の旧都のあった場所が圧倒的に有利だからです。

例えば、史跡部門の文化財の指定件数で一番多い

のは 107 件の奈良。２番目が 79 件の福岡、そ

して３番目が 64件の大阪です。国宝クラスにな

ると東京が突出していますけれども、いずれにし

ても古代以来の旧都があったところが文化財保護

体系の史跡部門ではトップだという偏りが生じて

います。

　ところが、おもしろいことに、文化的景観とい

うカテゴリーができたために、これが大きく変わ

りました。文化庁が農林水産省と一緒に進めまし

た「農業・水産業に関連する文化的景観の保護」

という調査の報告書によりますと、そのトップは

愛媛県であります。愛媛県というのは史跡でも国

宝でも最下位であります。ところが文化的景観で

は 10件もあるんです。それから千葉、大分、熊

本、鹿児島、島根、静岡という順番です。ですから、

国宝だとか史跡ではトップになっているところで

は、文化的景観は下位になるわけです。そういう

意味で、文化的景観という概念は、歴史を基準に

人々の遺産をはかっていたところに対して、それ

とは違う基準で見たら、あなたの地域にはこれだ

けの文化的資源がありますよということを教える

ことになったわけです。そのお蔭で、愛媛県や徳
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島県は、今すごく活性化しています。文化的基準

が変わることによって、人々の文化遺産への目覚

めが大きく動いたということだと思われます。

　さて、我々が取り組んでいるものの中に、「な

にわ伝統野菜」があります。しかし、国は野菜

について、食べることを基準として登録商標など

を進めていますが、いわば伝統的な文化を示すも

のとしての野菜については、国全体として基準を

持っておりません。それに対し、大阪府だとか、

あるいは山梨県といった都道府県単位では特定の

野菜を保護対象にしています。つまりは、国の基

準がないところで、住民のサイドから、一つの伝

統文化、歴史文化として認定しようという動きも

出ているんです。

　そういう意味で、私は日本の社会がボトムアッ

プで地域の側から大きく動いてきているという、

その一つのシンボルになる言葉が「文化遺産」で

はないかなと思います。それは一言でいえば、「文

化遺産とは何か」ということよりも、「誰が文化

遺産を決めるのか」という、コンセンサスを重視

するという議論に大きくシフトしてきているから

だと思います。その意味で、私はポスト・モダン

というよりは、現代を超えた社会状況にあること

の一つの焦点が、文化遺産にあらわれているので

はないかと思います。例えば、国政選挙の結果に

あらわれないところでの民意の動きが、文化遺産

というところにあらわれているのではないかとい

うふうに私は理解しております。

　次に、地域とのかかわりということで、お話し

したいと思います。私自身も地域史を研究してお

りますが、４年間の活動の中で、それなりに地域

に入ってきた自負があります。同時におもしろさ

も知るようになったと思います。その意味では、

私は座学というのはあまりした覚えがなくて、ど

ちらかといえば、動くことで自分の学問をつくっ

てきたと思っております。これはおそらく奥村弘

先生も同じだと思います。それでも地域でどうい

うふうに自分が理解するようになったかについて

は、おそらく違いがあると思います。ですので、

今日、奥村先生の話とガチンコさせてもらうこと

に一番大きく関心を持っているのはそこですの

で、後できっちり議論してみたいと思います。

　ところで、我々が地域との関わりの中で取り組

んだこととしては、５つの柱があります。１つ

は、「大学が地域に還る」ということです。大学

は地域の資源を略奪してきている、あるいはもっ

と言葉を丁寧にすれば、大学は地域から信頼され

て資源を預けられているということです。どの大

学でも地域からの資源を預けられてないところは

ないだろうし、大学が貸してくださいといった

ら、「ノー」と言うところはないと思います。お

そらく、自治体よりも信頼されているところがあ

ると思います。なぜ地方自治体が、市町村史編纂

のときに大学の先生に依頼するかというと、大学

教授という保証があるからです。実は、最も保証

にならない大学教授を保証することが、市史編纂

の大きな間違いではないかと思いますが、なぜ自

治体でやり切らないのかというと、おそらく大学

への信頼があるからだと思うんです。つまり、地

域社会からさまざまな情報を委託されているとこ

ろが知的な社会であり、その象徴が大学なのだと

思います。だから、東京大学の総合博物館をはじ

めとする、それぞれの大学の博物館を含めて、大

学は地域から物を奪っているところだと自覚した

ほうがいいと思います。言葉では預けられている

と言ってもいいとは思うんですけれども、預けら

れて返さなかったら、これは略奪に等しいと思う

んです。その意味でいえば、大学の博物館が、資

料を整理・公開しているのは、大学が奪ってきた

ものを世間にお返しするという意識のあらわれだ

と思います。関西大学の例で言えば、戦前の大正、

昭和期に発掘された藤井寺の国府遺跡の出土品と

いうのを奪ったままで来たわけでありますので、

これを里帰りさせるということをやりました。つ

まり、大学というところは、地域からの遺産を奪

う、あるいは地域からの遺産を預けられて存在し

続けているということを自覚したときには、まず

大学が地域に成果を返すということが必要だと思

います。

　それから２つ目は、「大学が地方自治体と協力

する」ということです。これは昨今、どこでも

やっていることなので、それほどとりたてて言う

ことではないと思いますが、この中で特に私ども

が大事だと思ったのは、八尾市にある旧安中新田

会所・植田家を丸ごと調査させていただいたとい

うことです。神戸大学でもおそらくそういうこと
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は、いろいろとやってこられていると思うんです

が、我々のセンターでは、人間だけ去ってしまっ

た家を一軒あけて、その後どうぞ好きに調査して

くださいということは、これが初めてであります。

しかも、こういう調査は、私も今までの経験の中

ではございませんでした。自分が関心のある史料

を見せていただくということはありました。しか

し、家の中の台所や蔵、あるいは大事にしておら

れる宝物といったものまで、全部見せてもらうの

は相当なチャンスがないとできないことだと思い

ます。ましてや壊れていない家だとか、主
あるじ

がおら

れるところであれば、ほとんどそれができないわ

けです。この中からどういう経験を酌み取るかと

いうことは、随分大きなことだと思います。さら

に、この植田家については八尾市が指定管理者制

度を使って「安中新田会所跡旧植田家住宅」とし

て公開することになっておりますので、そこへの

参画がこれから続いていきます。

　それからもう一つは、「大学が地域に入る」と

いうことです。その中で私が一番印象に残ったの

は、昨年の 10月に留学生を大阪の平野に連れて

行ったことです。留学生に、ガイドブックに載っ

ている東京だとか大阪の道頓堀とかを見せるので

はなくて、どこにも載ってない日本を見せるとい

うものでした。若い人たちにとって、この経験は

実に貴重だと思います。私が世界遺産を見て最後

に残る不満感は、「こんなにきれいになったら見

て回ってもおもしろくないな」ということなんで

す。ちょっと酒に酔っぱらって変になった私を見

ることのおもしろさと一緒で、整理されてなくて

雑然としているところを見るチャンスというの

は、実は極めて限られているわけです。したがっ

て、「外国人にさまざまな日本を生のまま見せる

というのはこれだけおもしろいものか」と思いま

した。これについては、また後ほど研究員のほう

から紹介があるかもしれません。

　それから４つ目は、現在進めているプロジェク

トですけれども、「大学が初等教育に発信する」

ということです。遺産というのは繋いでいかなけ

ればならないので、そのときに最も大事なのが実

は子供なんです。だから、小学生に発信するとい

うことです。これは、今までの大学では教育学部

しか許されてなかったんで、禁じ手だったと思う

んです。しかし、その禁じ手を恐れないで、我々

も手を出せるところは手を出そうということで、

現在、なにわ伝統野菜の栽培を通じた教育が、小

学校で進んでおりますので、60 歳の私が 11、2

歳の子供と野菜をめぐって話をするという、エキ

サイティングな瞬間を共有しています。これが、

実は一番若い世代にバトンタッチをしていく最も

確実な手段ではないかと思っています。

　それから最後は、「大学を地域交流の場にする」

ということです。大学というところは昔から指摘

されているとおり、縦割り構造で、中に入ってし

まうとなかなか外の風が入らないという閉鎖的な

体質を持っているところでありますので、文化遺

産を通じて地域の交流の場にするということで

す。例えば、2006 年には大学院前の広場に、観

客を 1,000 人集めて天王寺舞楽を上演いたしま

した。関西大学に市民を中心に 1,000 人もの人

びとが集まったのは、おそらく 120 余年の歴史

始まって以来だと思います。舞楽がここで演じら

れたことによって、吹田が「なにわの文化遺産の

交流の場」になったと思います。それから、昨年

には紙芝居も「あすかの庭」というセンター前の

広場でやりました。こういうふうに、大学はオー

プンエリアのところで、さまざまな地域の文化遺

産の交流する場となるという、そのための仕掛け

を用意していくということです。

　以上が、地域社会と大学が連携していくという

発想のもと、これまで我々がやってきたことです。

あとはまた質問の中で、その中身については確認

をしてみたいと思います。ありがとうございまし

た。

藪田　貫（やぶた　ゆたか）

　関西大学文学部教授。センター総括プロジェク

トリーダー。近世日本における社会史･地域史・

女性史が専門。欧米の日本学・アジア学について

も強い関心がある。著書に、『日本近世史の可能性』

（2005 年）、『近世大坂地域の史的研究』（同）な

どがある。
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地域での歴史文化の担い手としての大学の位置
　　　　　　―神戸大学の地域連携事業から考える―

　　　　　　　　　　　　　奥村　弘

　神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター

の具体的な事業内容に関しては、坂
さか

江
え

 渉
わたる

 さん（地

域連携センター研究員）のほうからお話いただ

きますので、私自身は長年地域連携センターの事

業責任者をつづけるとともに、大学全体の地域連

携推進室長でもございますので、小
お の

野市との連携

を一つの事例として、神戸大学の地域連携事業に

関する考え方についてお話していきたいと思いま

す。

　神戸大学の地域連携事業に関する考え方は、大

学自体が地域社会における学術文化のリーダーと

して、地域連携活動を進めるということを一番の

基本にしております。ですから、外側の社会に対

して貢献するというよりは、大学自体が地域社会

の一員であるということに重きを置くべきと考え

ています。

　もう一つは、神戸の地域性という問題です。神

戸そのものが神戸港という港湾を持ち、神戸大学

はその中で展開している大学でありますから、地

域から世界に発信し得るような地域連携事業を展

開していきたいと考えています。それと同時に、

神戸大学が一番大きな責任を負う必要性のある兵

庫県は、本当に多様な地域からなっていますが、

だからこそ、逆に全国に訴えることができるよう

な普遍性もまた存在するだろうと考えています。

　それから、神戸大学はいろいろな部局で地域連

携活動を展開していますが、基本的にはそういっ

た継続的な連携こそが信頼関係として一番大事だ

と考えています。また同時に、地域との信頼関

係の中で、私たちの大学の協議や研究のための

フィールドをつくっていこうと考えています。

　神戸大学が取り組んできた地域連携活動の中

で、３つの分野が前に進んでいます。この３つの

分野が先陣を切って、後にほかの部局もついて来

ていただくという構想を持っております。１つは

地域歴史遺産の利活用による地域文化の育成で、

おそらく一番大きな事業だと思います。それから

２つ目に、地域社会における自然環境の利用によ

る地域の活性化ということで、これは農学研究科

を中心とした活動です。それから、少子高齢化社

会に対応した地域支援ということで、これは医学

部の保健学科を中心とした活動であります。この

３つは、個別に活動を行なっていると同時に、相

互に関係しております。

　一般的に国立大学ですと、地域連携推進室がか

なり大規模でありまして、例えばそこで５人ぐら

いの専任教員がいるところもあるわけです。これ

に対して、神戸大学は、全体としては各学部が持っ

ている基本的な教育研究能力そのものを十分活用

していくことで、部局を中心としてそれを全学で

支える形で大学全体の地域連携をすすめていくと

ころに特色があります。したがって、地域歴史遺

産に関しては、基本的に人文学研究科のセンター

にいろんな情報が集まってくるわけです。大学全

体から見れば、ある部局に全学的課題の特定部分

を担当していただくという形になります。必ずし

もそういう意識が全学に十分及んでいるかという

こともありますが、大学全体の費用から各部局の

センターに若干の費用が出されています。

　それから、神戸大学は県内にいろいろな施設を

展開しておりまして、その施設の所在地の自治体

との関係が極めて重要な位置を占めるわけでござ

います。そういうところとは、特に継続的な連携

活動を構築するという形をとっています。

　また、当面の目標でできていないことになりま

すが、財政的な基盤が非常に弱いということで

す。どこの大学でも寄附を集めていますけれども、

文化的なものに対してどういう形で協力して、資

金を用意しながら展開していくのかというところ

が、極めて難しい問題・課題になっています。あ

るいは、人材バンク的な要素を拡大していくとい

うことも考えています。
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　そしてこれが一番難しいのですが、地域連携事

業を推進している教員や、若手の研究員に対して、

評価がされるかどうかというところが、極めて重

い課題になっています。人文学研究科のセンター

の場合であればまだしも、理系のセンターになれ

ば、「これは研究からドロップアウトした人がや

るべきものじゃないか」という話になってきます。

しかし、やはりそれでは大学として地域連携活動

を展開することができないわけでして、私自身こ

のところを今後どうするかということ抜きには、

大学として地域連携活動を展開していくことは難

しくなってくるのではないかと考えています。

　それでは、小野市との連携について、少しお話

したいと思います。小野市は、東播と北播の間、

つまり中国自動車道と山陽自動車道のちょうど間

のところで、盆地になっているところに位置しま

す。この小野市との連携の特色としては、前提に

市史の編纂事業がございます。市史の編纂事業は、

巨大な額のお金や人材を投下して行なうわけです

が、刊行されればそれで終わってしまうことが多

いわけです。ところが、小野市のほうは、たまた

ま小野市立好
こう

古
こ

館
かん

というところにその事業が引き

継がれました。一方、神戸大学では人文学研究科

地域連携センターが設置され、ここで両者の事業

の連結ができ上がってくることになります。

　その背景には、歴史資料ネットワークによる阪

神・淡路大震災後の歴史資料保全の活動がござい

ます。震災のときに壊れた家屋から、歴史資料を

保全していく活動をしていったわけですけれど

も、その中で巡回調査を行ないました。それは、

待っているだけでは被災地で歴史資料の保全はで

きないということが非常にはっきりしたからで

す。そこで、旧村を中心になるべく多くの被災地

を回り、地域の人たちと話をしながら歴史資料を

保存するという活動をしていきました。

　この中で何がわかってくるかということなんで

すが、「いったい何がその地域において引き継が

れる文化的な遺産なのか」ということに関して、

私たち歴史の研究者が考えている問題と、地域の

中で実際にそういったものが継承されていく状況

とは相当のずれがあります。したがって、そう

いった歴史資料が地域の遺産として大事であると

いうことを地域の人たちと一緒に考え、それを私

たち自身もなぜ大事なのかということを、歴史を

研究する人間としてしっかり伝えていく必要があ

ります。そこで、救出された史料から一体どんな

ことが言えるのかを地域の人たちに知ってもらう

ため、市民講座や展示会を行なうということから

スタートいたしました。

　このような背景で展開している中で、市民の

方々とさまざまな協力関係をつくることができる

という確信が持てました。そういう形のものを持

続的に展開していくために、地域の大学としてど

のように進めていくべきかということが、少なく

とも地域連携センター立ち上げのときの私の問題

意識でした。歴史資料ネットワークは、水損史料

の保存のとき、どのように対応していったらいい

のかとかいう問題をずっと扱っていますし、地震

そのものに対処していくための全国的なネット

ワークとしても機能していますが、そういうよう

な活動を展開していくなかで、先ほどの問題意識

というものを引き継いででき上がってきていると

思います。

　震災時の歴史資料ネットワークの活動からはっ

きりしてきたことは、地域の文化というものは地

域の再生において必要なものであるということで

あって、住民間で世代を超えて歴史的・文化的な

ものが引き継がれないならば地域の再生はできな

いということです。地域の活性化とか再生という

問題が今盛んに言われていますが、歴史文化は地

域のある特定の領域というよりも、地域住民全体

の意識にかかわるような領域として存在している

ということが、はっきりわかってきたのではない

かと思っています。したがって、これを支持して

もしくは自ら活動される方は結構多く、お互いに

理解ができれば、専門的に歴史文化を担当する方

でない人も、こういう歴史文化に関する大きな運

動・活動が進めていけると考えます。ただし、そ

のためには、どうしても専門的に歴史文化と関係

する人たちの持続的・組織的な協働がなければな

らないと考えてきたわけです。最初の話に戻りま

すが、これは「社会的貢献として大学が社会に何

かしましょう」という話ではなくて、「大学自体

がその地域の文化力継承の担い手として取り組ま

ねばならない課題なんだ」と考えています。
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　そうこうしている間に、文化遺産に対する考え

方が大分変ってきました。私自身も委員をやって

おりましたが、内閣府の「災害から文化遺産と地

域を守る検討委員会」という委員会は、「災害か

ら文化遺産を守るときにはどうしたらいいのか」

という課題を深めるものでした。文化遺産という

のは、人と地域が一体であって、災害が起こった

ときに地域のほうがそれを地域の文化遺産として

考えていなければ、たとえそれが国宝であっても、

誰もその遺産を守らないわけです。「じゃあどう

するんだ」という話になって、「やはりそれは地

域の遺産じゃないといかん」という話になりまし

た。その結果、地域の核として認識されている文

化遺産であれば、それは世界遺産や国宝に限定す

る必要はないということが、2004 年 2月の同委

員会の答申に書かれることになりました。そうす

ると、未指定の文化遺産も含めてということにな

ります。あらたに課題となったのは、「地域の核

となるようなものとは一体何なのか」ということ

です。「これが核だ」と簡単には言えないわけで

す。核になるものは何かということを考えること

は、地域の人たち自身が文化遺産だと考えなけれ

ばならないわけですから、地域社会と文化遺産に

関係する専門家との対話の中で、初めて地域遺産

というものが確立していくことになるだろうと思

います。

　このような状況は、このところだんだん一般化

していまして、2007 年 10 月 30 日に文化庁の

文化審議会が出した答申では、そもそも文化財保

護法の基本的な理念における「文化財」という言

葉は、決して指定文化財だけではないと書かれて

いました。だから歴史的または芸術的に価値が高

い、あるいは人々の生活の理解のために必要なす

べての文化的所産が、文化遺産だと言うようにな

りました。言葉としては文化遺産でも文化財でも

構わないと思いますが、これが適用されれば、人々

の生活の理解のために必要なすべてが、文化的所

産だということになりますので、文化遺産に関す

る概念が大きく変わることになると思います。ま

だすべてがそういう方向になっているわけではあ

りませんが、政府の認識も相当変わってきている

と思います。

　私たちも、文化遺産や地域歴史遺産という言葉

を使うようになってきました。そのときに、「私

たちは実際どのように地域に迫るのか」というこ

とで、小野市との関係で編み出した方法の一つが、

「地域展方式」と呼んでいるものです。近世の村

単位を基本として、地域の大人と子供がともに自

分たちの地域の歴史遺産には何があるかを学び、

その内容を地域の博物館で展示して、最終的には

それを地域歴史遺産として指定化していくとい

う、一連の流れをもった展示です。大体５月ぐら

いから開始されて 11月に行なわれるということ

で、半年間かけて展開しているもので、2002 年

に阿
あ

形
がた

村というところからスタートしました。　

　地域の大人と子供が一緒に調査を行なうという

ことになりますと、学校の先生の役割がどうして

も必要になります。これはなかなか簡単にできな

かったんですが、現在はその対象となる地域の小

学校や中学校の先生に最初に集まっていただきま

して、私たちの大学のほうも博物館と一緒になっ

て事業の説明をしていくということからスタート

していきます。先生方に、ついて来てもらうとい

うか、子供の集団の把握やアドバイザーという役

割を果たしていただきます。最終的にそれを 10

月か 11月ぐらいに展示いたします。最近は中学

生の皆さんも関わるようになりましたが、博物館

できっちりした形をもって展示するということを

やりました。図録もしっかりとつくって、それに

参加したい大人や子供たちも全員そこに名前を書

いて勉強していくというようなスタイルをとって

おります。

　こういう形で話ができるようになっているの

は、実は市史の成果ということがありまして、既

に本文編ができ上がっていて、史料の整理も進ん

でいて、その一部の史料が活用可能な状態で保存

されているということ。それから、考古の遺跡に

ついてもほぼ調査が終わっているということもご

ざいます。そういうことで、市・部落・近世村の

再発見という事柄がこの中で行なわれて、その

中でたまたま地域の大人と子供が自分たちの地

域社会を再発見していくという形で展開をしてい

ます。小野市立好古館は、8,000 人ぐらいの来館

者だったのが、発信型の展示で、今では年間およ

そ 15,000 人ほどの方々に来ていただけるように

なっています。小野市の人口はほぼ 50,000 人で
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すので、いかに大きな力になっているかというこ

とがよくわかると思います。

　最初は、江戸時代の村を１つずつ取り上げてい

たんですが、小野市にはだいたい 70以上の村が

ありまして、これを１つずつやっていくと 70年

以上かかりますので、５つある旧行政村単位を１

つの核として、2、3年で回っていくという形を

とりました。学術的な内容は、大学のほうから展

示を行なうということで、充実させていきますし、

小学校や中学校も参加します。また、参加してい

ただく近世村レベルの各地区の区長さんたちは、

その内容にしたがって、大阪城へ行って学芸員の

方から豊臣秀吉の話を聞いたり、あるいはドイツ

の第一次世界大戦の捕虜の話を聞くために徳島の

ドイツ館に行くというように、地域外での学習も

含めて行なっています。このような活動の中で、

私たちは一番基本的な村の段階の重要性を非常に

強く感じます。旧近世村単位の人々の結合は解体

されつつありますけれども、なおここに依拠にし

ながら事業を展開することが、今の段階では非常

に大事ではないかと考えています。

　もう一方で、地域と世界の往還という考えをし

ておりまして、大学も担い手となった地域文化の

形成ということでいえば、こういうことが非常に

大事だろうと思います。第一次世界大戦の際、小

野市と加
か

西
さい

市のちょうど境界のところに、オース

トリア人を中心とした青
あお

野
のが

原
はら

俘
ふ

虜
りょ

収容所がござい

ました。これが市史編纂の段階で再発見されまし

て、それに関するさまざまな研究が市レベルで進

みました。それによると、当時小野の人たちと俘

虜の人たちでさまざまな文化や技術における相互

交流があったことがわかってきました。例えば俘

虜収容所の中でコンサートが行なわれて、どうも

地域の人たちもそれを聞いたらしいということも

わかってきました。そういうことで、2008 年９

月にウィーンのオーストリア国家公文書館で、小

野市立好古館で開催したた展示会をもう一度行な

いました。同時に神戸大学の交響楽団がそこを訪

れまして、演奏会を行なうということになりまし

た。この企画に関しましては、歴史の分野だけで

はなくて、音楽や体育学では発達科学部を中心と

した方々にご協力いただきました。なお、この第

一次世界大戦の収容所の話全体は、文学部の大
おお

津
つ る

留 厚
あつし

先生（西洋史）を中心に解明を進めてい

るということで展開したものです。

　私たちはこれを「小さな地域博物館の大きな事

業」と呼んでいますが、一体どの程度のお金がか

かっているのかということも申しておきたいと思

います。大体 7,000 万円から 8,000 万円ぐらい

の規模になりまして、大学側が 2,500 万円、小

野市側が2,300万円ぐらいの規模の事業を行なっ

ています。そのうち大学側の場合は、寄附が大体

450 万円分ぐらい、それから交響楽団の方々の

学生さんの自己負担がいくらかあって、それから

大学そのものの直接経費としては２年間で 700

万円ぐらいの額がこの事業に出されたということ

です。小野市の直接経費も大体 900 万円ぐらい

出されていますので、両者が一緒にこの事業を

やることによって、実際出された直接のお金に

してみると 1,500 万円か 1,600 万円ぐらいです。

7,800 万円規模の大きな事業を展開することは、

大学側だけでもできませんし、小野市側だけでも

できません。こういう形の事業展開ではじめて可

能となったものです。来年は東京でやろうかとい

う話になっていますが、金額の大きさだけでなく、

事業が地域の中でも引き継がれていく形でこれか

らも展開されていくことが重要であると考えてい

ます。

　このような交流会を、小野市という場所をどう

位置づけるかという形で、新しい地域とのかかわ

りを考えていこうと思っております。

　ひとつは、この博物館実習の場としての利用と

いうのがありまして、普通博物館実習は、公式に

は２週間どこかの博物館に行くという形が多いで

すが、私たちは好古館との連携の中で、５月から

11 月までの企画全体を博物館実習として位置づ

けて、必要な場においてそれぞれ実習する学生に

入っていただいて、地域の人たちと話をし、一緒

に地域を見学し、それから展示の準備の手伝いも

するという、生きた形で博物館実習をとらえ直し

て展開できないかというふうに考えています。

　もうひとつは、地域遺産の保全活用論という全

学開講の授業をしております。その場としても、

好古館をいろいろと活用させていただいておりま

す。例えば、医学部保健学科の地域連携センター

は、障害のある方のケアを課題にしていますが、
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そこで活動されている高
たか

田
だ

哲
さとし

先生に、障害のあ

る方と一緒に好古館に行ってもらって、この展示

を見ることができるのかを見てもらいました。そ

こで問題点を指摘していただいて、直すべきとこ

ろを直していくという活動も行ないました。

　また、交響楽団等の音楽活動の場としても、い

ろいろと活動させていただくことになってきてい

ますし、俘虜収容所自体の研究も、現在大学とい

う枠を超えて、周辺の自治体、あるいは他の収容

所のある自治体との協力も進んでいます。研究と

しては、現代ドイツ史研究会であるとか、ドイツ

史や東欧史などの研究者に来ていただくというよ

うな形になっています。

　大学としては、そういうことを通じて、専門家

としてのリーダー、地域のリーダー、そして地域

の社会人リーダー、と３つのリーダーを養成し

ていくプログラムを用意していこうと考えていま

す。

　最後に、地域文化の担い手としての大学間の

ネットワークの問題を指摘しておきたいと思いま

す。各地の災害に関連した地域遺産保全のネット

ワークの拡大と、その組織化ということを考えま

すと、大学間でもこういうものが必要ではないか

と、私自身は考えています。特に、現在ある地域

社会の中で地域文化の形成の担い手としての大学

の役割は非常に大きく、地域ネットワークの活動

拠点として、地方大学の意味はきわめて大きいだ

ろうと思っています。私はそういう意味では、全

国の地方大学に対して、こういう地域文化の担い

手としての人間を配置し、そこにきちんとお金を

出すということが大事だと考えています。2006

年には、佐賀大学にも「地域学歴史文化研究セン

ター」というものができまして、いろいろな活動

をされていますが、こういうさまざまなセンター

とどのようにして相互に連携をとっていくのかと

いうことも現在、問題・課題になっています。そ

れから、兵庫県には「大学コンソーシアムひょう

ご神戸」というものがあるんです。水損史料保全

のためのさまざまな活動というのは、現在このコ

ンソーシアムの一環として、５つの大学で行なわ

れるようになりました。最初は３つだけだったの

ですが、現在関西学院大学と甲南大学も入って、

５大学で毎年やるようになってきまして、このコ

ンソーシアムの大学間連携のモデル事業へと展開

しているところです。このように、個別の大学だ

けではなく、全体として歴史文化に対応できるか

どうかということは、日本の地域社会が次世代に

引きついでいけるかという点できわめて重要で

す。こういうものがしっかりとできなければ、日

本の地域社会は危機をむかえるという意識で取り

組むべき課題であると考えています。

奥村　弘（おくむら　ひろし）

　神戸大学大学院人文学研究科教授。神戸大学地

域連携推進室長。専門は日本近代史。主な編著に、

『小野市史』、『新修神戸市史』、『姫路市史』等の

市町村史がある。また、主な論文に、「天皇制と

地域社会」（鈴木正幸編『近代日本の軌跡７　近

代の天皇』吉川弘文館、1993 年）、「震災資料の

調査・保存・活用―災害についての歴史文化の基

礎をどうつくるのか―」（神戸大学震災研究会編

『阪神大震災研究５　大震災を語り継ぐ』、2002

年 1 月）、「阪神・淡路大震災後の歴史資料の保

全と歴史資料ネットワーク」（兵庫県政資料館『兵

庫のしおり』第 5号、2003 年 3月）などがある。 
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ディスカッション

司会：それでは、質疑・応答に移りたいと思います。

文化遺産というものをどういうふうに見るのかと

いうこと、そして大学が地域とかかわる中で、文

化遺産を守っていくためにどのような役割を担っ

ていくのかということについて、これまでの活動

を通じてのご提言があったと思います。どちらの

ご報告に関してでも結構ですので、ご質問・ご意

見がございましたら、ご自由にお願いいたします。

藪田：関西大学には 13の学部がありますけれど

も、なにわ・大阪文化遺産学研究センターは、そ

の中の 1学部というよりも、博物館という全学

的なところが母体になっています。なので、本来

であれば、全学部の先生が関わったらいいのです

が、文学部の日本史専攻を中心に組み立ててし

まったために、母体とかかわっている人間との間

にずれがあって、せっかく博物館でやったという

ことがメンバーの広がりに反映されてないという

問題があるんです。神戸大学の話を聞いてると、

大学がサポートしているところがありましたが、

我々はいくつものプログラムの中の１つなので、

大学自身がオーソライズしてないんです。大学の

中でも少しずつ有名になってきているので、関心

度は高いですが、文部科学省からの資金が切れた

ら終わりかもしれないというような態度なんで

す。神戸大学では、教学方針としてどの程度まで

進めていきたいと考えておられるのでしょうか。

奥村：理事や各部局の方々に理解してもらうよう

に、佐
さ さ き

々木和
かず

子
こ

さんと２人で努力をしているんで

すが、これはなかなか難しい問題です。お金があ

る程度潤沢であるときであれば、そういう形もあ

るでしょうが、大学の縦割りを超えてやっていけ

るかどうかというのは極めて大変です。今年は新

しく執行部が変わりますので、今のところはどう

なるかわかりませんが、大学全体として、1,000

万円ぐらいを地域連携推進室の予算として、継続

的に行なうということで、「非常勤研究員を雇う

程度のお金については確保しましょう」と、了解

は得ていたというような状態です。ただこれから

どうするかとなってきますと、大きな問題です。

　一方、県内の自治体からさまざまな要望が大学

に対して寄せられてきます。全部受け取るわけで

はありませんが、そこに対応しないといけません

から、地域連携活動をやめるというわけにはいか

ない状態になっていると私自身は思っています。

佐々木　和子（地域連携センター研究員）：

　地域連携推進室が発足した当初は、全学を回り

ましても、どなたもご存じでないという状態でし

た。ですので、全学部の研究室を一つずつ回りま

して、「こういうことをどう考えていらっしゃい

ますか」ということを調査したこともあります。

そこで次に考えたのが、皆さんに知っていただく

ために、「全学を対象に活動発表会をやろう」と

いうことでした。すると、少しずつ風が変わって

きたというふうに感じています。

　それと、やはり自治体の方からいろいろなこと

を言ってこられますので、大学としてどうするか

ということを考えないわけにはいきません。自治

体の方は人文学だとか農学だとか区別して問題を

持ってこられるわけではなく、「こういうことを

したいんだ」ということをおっしゃるわけです。

ですので、活動発表会やニューズレターといった

ものを出していくことから始めていったわけで

す。例えば、広島大学のように立派なセンターを

設けられて、専任の教員やスタッフがいるところ

とは異なり、神戸大学の地域連携推進室を名乗っ

て調査に行きましても、自分自身が非常勤研究員

ということで、非常に恐縮していました。やはり

大学の名前でやるということになりますと、徐々

に大学としては関わらざるを得ないことになって

きたのだろうと思います。

佐々木　和子氏
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藪田：後ほど岡絵理子先生（環境都市工学部准教

授）が来られますが、関西大学のなかで地域とい

うことを意識してやっているのは岡先生のところ

で取り組まれている現代ＧＰ（「農山村集落との

交流型定住による故
ふるさと

郷づくり」）と私どもの事業

ぐらいではないかと思います。それとは別に、大

学自身は連携しているのでしょうが、それだけで

は実際に何も出てこないわけです。ただ講座の要

請があったらそれに応じて開いているというだけ

で、地域連携といってもものすごいギャップがあ

ります。それは神戸大学でも同じですか。

奥村：大学自体の成立と関係している自治体が神

戸大学にはいくつかあるんです。例えば、篠山市

は農学部の前身の県立農業大学があったところな

ので、そのような関係は、もうでき上がっていま

す。そういう形で、近くの地域とネットワークが

あるという状況です。農学・人文学・保健学と３

つのセンターがありますが、それらを中心に関係

を築いていかねばならないと思います。また、少

し形は異なりますが、発達科学部や国際文化学部

も、地域と関わりをもっています。また、医学部

があるんですが、これは地域に医師を派遣すると

いう全然違うレベルのことをやっておられます。

司会：奥村先生のほうから何かご質問はございま

すか。

奥村：私どもの場合は、極めて歴史文化に特化し

ています。例えば考古学でいうと、県の文化財団

では 90%の方が考古学専門で、残りの 10%が建

築学専門だと言ってもいいくらいなんです。した

がって、良し悪しはあると思うんですが、連携し

やすいと思います。その辺、関西大学ではいかが

ですか。

藪田：神戸大学の話を聞いていて非常に成熟して

いるなと思ったのは、経験を積んだ後にどういう

人間になっていくのかという教育目標、あるいは

文化遺産というのは誰が担うのかということを

言っておられたからです。いま現実に地方自治体

で文化財を担当している人は、ほとんどが考古学

専門なんです。都道府県は発掘行政も含めて、考

古担当者を採用しなければならないという法律が

できたために、歴史資料を扱える人は採用しなく

てもいいわけです。その結果、自治体史を編纂す

るときにその専門家が自治体の中にいないわけで

す。地域は丸ごと要求してくるわけですが、それ

に応じられる人間というのは、考古学の専門家し

かいないわけです。

　また、史料調査をする人はすべて非常勤なんで

す。だから、人材を育てても歴史系は地方自治体

には居場所がないわけです。実は歴史系でも、中

世史だけわかっていてもだめなんです。古代史も

わからなければ、近代史もわからなくなります。

したがって、かなり幅を広げないといけないんで

す。ところが、その幅を広げるための教育をして

いないんです。例えば、近江八幡市文化政策部文

化振興課の奈
な ら

良俊
とし

哉
や

さんは、奈良大学で文化財の

勉強をしていて、考古学が専門ですが、景観や美

術もわかるので応用力を持っているわけです。と

ころが、それは現場が変わったのであって、大学

から送り込んでるわけではないんです。だから、

教育プログラムをきちっと持たないといけないと

同時に、都道府県が歴史系を採用できるポストを

持たないと、文化遺産とか、地域に根差している

文化財に適応できる人間を大学はリクルートして

いけないんです。

木村　修二（地域連携センター研究員）：

　兵庫県内のいろいろな自治体の教育委員会の人

は、確かに埋蔵文化財センターの人が非常に多く

て、その人たちは大きく二つに分かれるのかなと

思います。一つは発掘が専門でそれ以外に興味の

ない人。もう一つは、自身の専門以外にも好奇心

旺盛な人。自分で考古学しかわからないというこ

藪田総括プロジェクトリーダー
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とを自覚しておられると、むしろ我々が求めるよ

うな連携がしやすいのですが、逆に文献資料の知

識が多少なりともあるような人がおられるような

ところとは、連携がしにくいという構造になって

います。

奥村：網
あみ

野
の

善
よし

彦
ひこ

さんの『古文書返却の旅―戦後史

学史の一齣―』（中央公論新社、1999 年）にも

ありますように、「研究者だけには絶対に史料を

見せない」という方がおられます。それは、一種

の略奪的な史料調査が行なわれていたからです。

神戸大学でも経済学の先生方がかつてやったであ

ろうという痕跡が残っていて、実はそれを市民の

方々が見られるような状況にしていくという活動

も地域連携センターでやっているんです。やはり、

そういう地域に直面するときには、研究者が信頼

されているかどうかというところがあります。

　それから、先ほど木村さんが言われたように、

文献史料を扱うところとの連携はむずかしい面が

あります。実際に県内の博物館には、文献に詳し

い人も当然います。お互いにいろんな議論をしな

がらやっていますが、大学側が博物館の権限を侵

していると見えるのかもしれません。今までその

地域の中に直接入っていかなかった大学を、博物

館側がどういった形で受け入れてやっていくかと

いうことが、なかなか見えにくいのかなと思いま

す。おそらく大阪の博物館にも似た問題があるの

ではないでしょうか。だから、地域の中の県立や

市立の大きな博物館とどういう形で連携していく

かということが大事なんですが、これは必ずしも

良い例がありません。むしろ先ほどの小野市のよ

うな小さな自治体と大学が、お互いにノウハウを

出し合うというのは割合、経験を積んできている

んですが、大きなところとどういうふうにするか

というのは、なかなか難しいですね。

藪田：それは、我々がセンターを立ち上げるとき

に、最初にぶつかった問題なんです。実は大阪歴

史博物館から、「センターとは連携しない」と明

確に拒否されたんです。おそらく自分たちがやっ

ていることを奪われるというふうに思ったんで

しょうし、特権的な集団だとも思っていると思い

ます。だから、地域に対する接し方というのは、

随分違うわけです。

坂江　渉（地域連携センター研究員）：

　兵庫県の場合、県立考古博物館ができまして、

考古学の人たちの間では、かなり信頼関係ができ

てきて、お互い行き来したり、僕らが頼まれて講

演会を向こうでしゃべったりというような動きが

出てますので、うれしいことだと思うんですが、

歴史資料ネットワークの活動を振り返ってみる

と、私たちは当初、全然信頼してもらえなくて、

「お前何しに来たんや」「怪しげなことを文献のや

つがやっとるぞ」というような言い方をされてい

るというのを聞いたことがあります。だから、こ

の活動でいろんなことをやって、次第に信頼関係

ができてきているという気がします。

藪田：原田先生、大阪府下の博物館では、このよ

うな大学との連携はどういう状況になっていると

見ておられますか。

原田　正俊（センター研究員）：

　先ほどおっしゃられたように、大規模な博物館

は結構自負もあるので、なかなかやりにくいとい

う節があります。それに対して中小の規模のとこ

ろでは、予算やスタッフの面で大学との連携は比

較的受け入れてくれやすいと思います。ただプラ

ス面もあれば、各自治体の財政難もあって、大学

に丸投げしてくるだけというマイナス面もあり、

そういう総括も必要なのかなと思います。市に

よっては、人件費節約のために、大学をうまく使っ

ていこうというところもあるわけですから、本当

は大学としても、「協力した学生さんはその自治

木村　修二氏
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体で雇ってくださいよ」と言うぐらいのことをや

るべきなんですが、なかなかそれができないわけ

です。だから、そういった教育プログラムが本当

に生きていくかどうかというのが課題かなと思っ

ています。

奥村：確かに、本来自治体がやらなければならな

いことを、大学が肩がわりをすることによって、

自治体がその費用を出していないという側面もあ

ると思うんです。小野市の場合は、スタッフがい

ますので、小さい自治体の文化事業にしてはかな

り充実している面があります。その一方で、現在

神戸市文書館との連携事業というのをやっていま

すが、実際は、我々の研究員がレファレンスをほ

ぼ代行している状態です。神戸市は巨大な市です

ので、しっかりとしてほしいのですが、その館に

は専任の歴史系の職員は一人もいません。もし一

人も人を送らなくなったら、著しく機能が低下す

るかもしれません。その辺はもう痛しかゆしだと

思います。

　もう一つは、我々の関係者でいうと、歴史文化

が非常に大事だという話になりやすいんですが、

現実には、歴史的・文化的なものをどんどん壊し

ていくという状態にあります。したがって、自治

体からの要請に答えながら、同時に歴史文化の重

要性を訴えて、きちんと展開していくしかないと

思っています。先ほど原田先生が、「自治体がそ

ういうシステムをつくらないと」という話をされ

ていましたが、僕もそれは必要だと思います。こ

れはどうも１県だけでは解決はできない問題で、

多くのネットワークの中で声を上げていくしかな

いと思います。それは、考古学に対して文献史学

関係が今までものすごく弱かったからでしょう。

佐々木：今の大学との話ですが、私たちが「貢献」

と呼ばないで、「連携」と言おうというのは、非

常に意識をしているというところでもあります。

こういう事業は、初め社会貢献事業という名称で

始まったんですが、「貢献」という言葉を使うと、

「大学が出てきて貢献してくれるんだ」という意

識が自治体の方に出てくるんです。ところが、私

たちは意識して「貢献」という言葉は使いません。

ですから、我々が事業を行なうときには、「私た

ちが丸ごと引き受けるわけではないので、自治体

のほうから受託研究あるいは共同研究で、その規

模に応じて資金を出していただきましょう」とい

うことを言います。ですので、あくまで「連携」

であり「パートナー」だという表現を使います。

関西大学のように大きな大学ではなくて、もう少

し小さい大学でしたら、貢献でどんどん出ていっ

て、広報活動の一環のようなとり方をして大学側

が費用を負担するのは当然だという意識もあるん

です。ですから、同じ連携事業だとか、貢献事業

だとかいう話でも学校によっていろいろ違うの

で、「我々はこのスタンスで行く」ということを

きちっとしておかないとなりません。こういう

歴史系のものは、どうしても研究員の過剰負担に

なってしまいがちなので、そのあたりだけでも最

初に線をどこかに引いていただいておくと話がし

やすいと思います。

木村：奥村先生の説明に余りつけ加えることはあ

りませんが、原田先生が言われたことは、大事だ

と思います。それは、研究員の境遇と関わってい

ると思います。有能なのに、ものすごい不安定で、

彼らが本来正規の職員になるべきだと思うのです

が、正規の職員は採らずに、「必要なときには来い」

と言われるわけです。お金が切れてしまうと、そ

れで終わりなんです。だから、すごくひどい言い

方をすれば、研究員というのは、文化財行政全体

を支える調整弁みたいな役割を果たすような位置

に今も置かれてしまっていると思うんです。やは

り、実際の雇用の問題をどうするかは別にして、

それを解決しない限り、こういう不安定な形で働

く人たちというのをずっと生み出すことになるだ

ろうと思います。

奥村　弘氏



37

第 2回文化遺産学交流会

　少し話が飛躍しますが、マネジメントの話でい

えば、その人たちを大学が雇用するお金をある程

度出し続けなければならないことが、当然あるわ

けです。それでは、それをどう保証するかという

と、これはもう年中、研究費を申請するしかない

という問題があって、今度は大学の本体部分も完

全に蝕んでいるというふうに思いますね。大学の

機能というのは、もちろん地域貢献も大事ですけ

ど、ほかの人が全然やらないような専門の分野に

突っ込んでいくような人を育てるというのも大学

のもう一つのすごく大事な使命だと思うので、や

はりそのバランスをとっていかなければならない

んです。先日も１週間ぐらい奥村先生と２人で

ずっと書類を書いていまして、結局、個人の超人

的な努力に依拠しているところがあって、一歩踏

み誤って誰か病気になって倒れたら、もうそれで

終わってしまうようなところもあると思います。

司会：議論はつきませんが、これにて第 1部を

終了いたします。先生方、どうもありがとうござ

いました。

ディスカッションの様子
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水損史料の応急処置実習

　　　　　　　　　　　　河野　未央

　尼崎市立地域研究史料館で嘱託職員として勤め

ている、河野未央です。よろしくお願いします。

　今回のようなワークショップをするようになっ

た経緯をご説明いたしますと、2004 年の台風

23 号が上陸したときに、兵庫県北部や京都府の

ほうで被害がありまして、歴史資料も水害によっ

て被災しました。その被災した史料を救出した後

の処置が問題になりました。震災で被災した史料

でしたら乾いていますので、泥を払う程度のケア

で大丈夫なんですけど、水害で被災した史料とい

うのはとてもそのまま置いておけなくて、史料自

体がカビ・細菌等により劣化していってしまうと

いうような状態でした。そこで、早い処置が必要

だということになりました。当時私は事務局員と

しておりました。松下正和さんや木村修二さん（地

域連携センター研究員）などは被災地で調査をさ

れまして、私はその後方支援として、調査の結果

発見された被災史料のケアをするという役割分担

をしておりました。

　前置きが長くなってしまいましたけれども、基

本的にこのワークショップは学生さんですとか、

あるいは市民の方々などを対象に実施しており

まして、「地域の史料にもしものことがあっても

自分たちの手で救えるようにしよう」とワーク

ショップを通じて呼びかけております。

　水に浸かった史料というのは、基本的に泥まみ

れになってしまうんです。その泥まみれになった

史料を見たら、「これはだめだ」と思われる方が

多いと思います。だからまずは、「そういう水に

つかった史料でも適切な処置を施せば修復は可能

だ」ということを伝えております。それをするこ

とによって、歴史資料が廃棄されてしまうことを

まぬがれるのではないかと思っています。ただ、

「捨てなくて大丈夫なんだったら、どこに連絡し

たら救ってもらえるのか」ということがわからな

いと思うので、次に「救ってもらえる機関はある

んですけれども、実は身の回りにある物品を利用

して非常に簡単に処置ができるんですよ」という

ことをお伝えしております。

　何でこういうことを言って回っているのかとい

うと、「専門家じゃないと史料が扱えない」「私た

ちではもうどうしようもない」というふうに考え

ると、いざ災害が起きたときに地域の史料は捨て

られていってしまうんです。そんなことはなくて、

例えば、公共の場に設置されている AED を使え

ば、自分たちの手で人の命を救うことができるの

と同じように、史料も救急措置の方法さえ知って

いれば、専門家でなくても救えるし、最低限のこ

とはできるんです。つまり、必ずしも「医者」で

ある必要はなくて、史料の救急救命さえできれば、

あとは専門家と相談しながら何とかその史料の生

きていく道を見つけられるわけです。

　じゃあ、実際に守りたい歴史資料・記録があっ

たとして、災害などもしものことが起きたときは

誰がどのように守るのかということなんですが、

文化財担当であったとしても、自治体職員は守れ

ない可能性があるわけです。なぜなら、自治体の

市民の安全やライフラインの復旧がまず優先され

ますので、文化財はどうしても二の次にされるか

らです。もちろん学会やボランティア団体、史料

ネットワークでしたら、学生や研究者、それから

市民の方々などが活動しているんですけれども、

やはりまとまった人材を被災地に派遣することは

なかなか難しいわけです。特に風水害の被害の場

合は迅速性が求められますので、救おうと思う人

がたくさんいても難しい状況にあります。

　風水害による史料の被害というのがなぜそんな

に迅速性が必要かということですが、史料が水損

する可能性というのは風水害以外にも、火事の消

火活動や積雪、あるいは津波など、たくさんあり

ワークショップ
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ます。風水害の場合は被害の範囲が非常に広域的

で、膨大な量の史料が一度に被害に遭います。家

が丸々１軒被害に遭う場合だってあるわけなんで

す。それが１軒だけならまだ何とかなるんです

けれども、何軒も出てくるような状態になりま

す。本日のワークショップでは水道水を利用しま

すが、実際は河川から流れ込む濁流によって史料

の被災がおこります。この濁流は、普通の泥水と

違いまして、泥が粒子状になっているんです。だ

から、史料がきれいに茶色に染まるような状態に

なってきます。単に河川からの水だけではなく

て、下水道から溢水した生活排水に浸かるという

こともございますし、あるいは鉄砲水やそれによ

る土砂災害などによって史料が破損します。わか

りやすく表現すれば、史料は汚水によって被害に

遭うわけです。さらに悪いことに、風水害の被害

は主として夏におこります。台風がやってくるの

も夏季ですし、温度が高い時期に被害に遭うこと

が多いのです。そうすると、史料はどうなるかと

いうと、当然カビが生えてきますし、細菌やバク

テリアがどんどん繁殖して、史料そのものが腐敗

してくるというような事態が生じてしまいます。

ですから、風水害で被害に遭ったとわかったとき

には、非常に早急な措置が必要になります。

　一般的には、48 時間から 72 時間の間にマイ

ナス 40度以下の凍結処理を行なうのが望ましい

と言われておりますが、膨大な数の古文書を一度

に冷凍保管できる場所があるかどうかということ

が問題になります。万一場所があったとしても、

いざ災害が起こった時にそこで保管できるかどう

かは別問題です。その代替措置として、「家庭用

の冷凍庫でも可能ですよ」と申し上げてますけれ

ども、やはり水害に遭った地域では停電の可能性

もあります。また、現地で保管できなかった場合

にはどこに搬送すればいいのかという新たな問題

が出てきます。そういうときに何とか手を施せな

いかということなんです。

　ワークショップではどうしてもお伝えできない

ことがあります。それは何かというと、「臭い」

なんです。史料からものすごい臭いがして、それ

が部屋じゅうに充満してるような感じになってき

ます。水損史料が救出されて、大学に搬送され

て、どのようにして乾かしていこうか、というこ

とになりました。私たちが考えたのは２つです。

１つは、ボランティアによる手作業での乾燥作業

で、私が担当させていただきました。もう1つは、

松下さんが進められていた、大量の文書を一度に

乾かすことができる真
しんくうとうけつかんそうほう

空凍結乾燥法です。西宮冷

蔵という民間の会社がありまして、そこの会社に

１ヶ月間史料を冷凍保存する場所を無料で貸して

いただきました。総数として段ボール 40箱近い

文書が運び込まれました。それを手作業で乾かす

のはとても無理でして、機械に頼るしかないなと

いうことになり、凍結保管をしました。その間に

真空凍結乾燥法をしていただける機関を探しまし

た。実はこれに関しては、考古学の方に非常にお

世話になりました。考古のほうでは、関西２府４

県でのネットワークがあるそうで、まず兵庫県に

協力依頼をしました。すると兵庫県から神戸市と

滋賀県立安土城考古博物館に声をかけていただき

まして、最終的に３つの機関で乾かしていただく

ことができました。

　この真空凍結乾燥という方法なんですけれど

も、これは水が真空状態になったときに、気体か

固体にしかならないという性質を利用していま

す。まず凍結するのは何故かということなんです

が、凍結は基本的にはカビの繁殖を防ぐためで、

必ずしも凍結する必要はないらしいんですけれど

も、凍結した状態でこの機械に入れて温度をどん

どん上げていくんです。中は当然真空状態なので

すが、その状態で温度を上げていくと固体から液

体ではなくて気体に変わるわけです。その気体の

部分を吸引していくと、水分がどんどん抜けてい

きます。ちょっと言い忘れましたけれども、実際

この機械を使って紙史料を乾かすという経験がこ

れまでどの機関もなかったそうですので、一番最

初にサンプルをつくって、それを 1つの機関に

提供して、乾かしていただき、そこで出た結果を

それぞれの機関に送り、サンプルでの測定結果に

合わせて機械を動かしていくということをしてい

ただきました。今日はそのサンプル史料を持って

きました。これをお渡しして乾かしていただきま

した。中も固着せずに割にきれいにぱらぱらと開

くことができるので、もしよろしかったら、皆さ

んも実際に触れてみてこの開きぐあいを試してみ

ていただけたらと思います。



OccasionalPaper№10　文化遺産学交流会

40

　大量の水損史料がある場合は、機械による乾燥

が理想でして、今回は非常にスムーズに自治体や

企業との連携がとれたことによって、40 箱近い

史料を乾かせました。その一方で、これまで行なっ

てきた中で大きな意味をもつのがワークショップ

です。また後でご説明しますけれども、「日常的

にそろうようなもので乾かすことができる」とい

うことを売り文句にして行なっています。

　駆け足で申しわけありませんが、最後に「資料

の救命士の輪を広げよう」ということで、関西の

各地でワークショップを開催してまいりました。

史料はボランティアの方々の手によっても乾燥さ

せてきたわけですが、現実には作業現場は大変混

乱していました。史料を乾燥させるのは誰にでも

できる作業なので、誰でも参加できるのですが、

逆にボランティアを統制する人たちの数が非常に

少なくて、「今後もしこんなことがあったら」と

いうのを危惧していました。そこで、「一緒にボ

ランティアをまとめていく人が欲しいな」と思い、

リーダーの講習会を開催しました。

　ただ、「活動の最先端に立たせることばかり考

えていないで、誰にでもできるというところに重

点を置いて普及活動を行なったほうがよいのでは

ないか」ということになりまして、まずは史料を

扱う機会が多い史学科の大学院生や学部生を対象

として、大学の研究室にお邪魔して、ワークショッ

プを行なってきました。それ以外にも、歴史資料

保全に関わる地域住民の方々を対象として、ワー

クショップを行ないました。例えば丹波市春日町

棚
たなばら

原地区の人々は、「自分たちの地域にある史料

を何とかその後にも伝えたいので、整理する方法

を教えてほしい」と言って、みずから大学にお越

しになりました。「じゃあ、整理だけでなくいろ

んな技術を提供しますよ」ということで、その一

環として水損史料ワークショップを開催しまし

た。それ以外にも、いくつか講演依頼を受けたと

きにはできるだけ出張するようにしております。

それと同時に、2007 年度より「大学コンソーシ

アムひょうご神戸」の社会連携助成事業「水害で

水損した歴史資料の保全・修復ができるボラン

ティアの養成事業」として、大学間連携でこうし

たワークショップを行なっております。当初は大

手前大学と神戸女子大学、それから神戸大学の

３大学間で行っていたんですけれども、2008 年

度より甲南大学や関西学院大学が加わりまして、

それぞれの大学の学生たちを対象にしたワーク

ショップを行なっております。あるいは自治体や

資料館に勤めいる方々に対しても、この事業の一

環としてワークショップを開催しました。

　こうしたワークショップでは、いつもこうやっ

て最初に講演させていただくんですけれども、そ

の際に、「なぜワークショップを行なうのか」と

いうことをお話しさせていただいております。最

初は「救命士が１人でも」と思っていたんです

けれども、非日常的な災害時の話だけではなく

て、日常的な史料のケアや保存に対して、興味・

関心をもっていただくということにも重点を置く

ようになりました。ですから、災害時に史料を救

うということによって、逆に史料に救われる面も

あるんだということもお話しております。例え

ば、復興後の地域づくりの核となるような場合も

あるんだということをお伝えしています。建物が

きれいになっても、そこに住めるようになっただ

けで、果たしてその「地域」というのは本当の意

味で復興したのかというところを強調しておりま

す。復旧した後、災害以前の状況を本当に取り戻

せたのか、人のつながりはどうか、コミュニティ

はどうかと振り返ったときに、やはり「地域」に

残されてきたものが、その地域で暮らしてきた人

たちが集まるきっかけですとか、あるいは次のス

テップを踏み出すきっかけになっていったりする

んです。その一つとして史料というのがあるんで

はないかと思っています。その史料を救うことに

よって、今度は逆にコミュニティですとか、その

後の生活の再生の一つの手だてとなり得ると考え

ています。それを「心の復興」と呼んでいるんで

すけれども、私もそれに賛同しまして、こうした

言葉を使わせていただいています。「災害とは何

か」「被災するということは何か」という話と関

わってくるんですが、史料を救うという経験、そ

れから史料に救われるという体験というのは、地

域の人が地域史料を地域遺産として見直す作業で

もあります。だから、これまで全然知らなかった

ものだけど、改めて目の前にしたときに、「ああ、

大事だ」と認識するような、そういう見直しを行

なうきっかけにもなってきます。災害が起こらな
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くても、例えば災害の疑似体験をしていただくよ

うなワークショップですとか、こういうお話の場

を通して、「地域にどういう史料があるんだろう」

と日常的に考えるようになってくるわけです。そ

して、実はその日常時に史料に起こっている問題

のほうが、災害時に起こる問題よりも非常に大き

いのです。その大きさをもまた伝えていければと

思っています。

　過疎化が進んでいる限界集落であったり、世代

交代が進まなくて「人」の維持ができない地域、

つまり史料を守る側の維持ができないような地

域・地方というのがとても増えています。ですか

ら、こうしてふだん何気なく過ごしている間に、

どんどん史料が捨てられたり、あるいは売却され

たりしています。そういう史料は、災害が起きな

くても危機的な状況にあるということに対して、

ある程度敏感になってほしいという願いがありま

す。その日常と非日常と、この両方の場において

史料の危機というのを何とか伝えたいなと思っ

て、こういうワークショップをしております。地

域が史料を「活かす」んですけれども、逆にその

史料もまた、その地域を「活かす」ことができる

んだということをお伝えしております。

河野　未央（こうの　みお）

　尼崎市立地域研究史料館嘱託職員。歴史資料

ネットワーク個人運営委員。専門は日本近世史。

主な論文に、「近世初期における摂津国沿海地域

秩序の形成～いわゆる「三ヶ浦」システムについ

て～」（『神戸大学史学年報』21 号、2006 年）、

「18 世紀における西摂津沿海地域と浦役負担」

（『尼崎市立地域研究史料館紀要　地域史研究』

36巻 1号、2006 年）などがある。
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水損史料の乾燥修復作業（冊子の場合）

①マスクの着用

●室内にて修復作業を行なう際は、衛生面を考慮

　してマスクを着用します（今回は実際の史料を

　使用していないため、マスクは未着用）。

②史料全体の水分をとる

史料を水に浸す

新聞紙で全体の水分をとる

● 実際の水損史料は泥水に浸かったものですが、

今回は冊子を一旦水に浸すところから始めま

す。

③重量の測定（吸水前）

● 吸水作業後に再度測定し、比較するため、　吸

水前の数値を記録しておきます。

④エタノールの噴霧

●殺菌のためエタノールを噴霧します。少しでも

　臭いがしたら噴霧したほうが良いでしょう。な

　お、エタノールを噴霧する際には、ゴム手袋を

　着用します。

◆用意するもの◆

ペーパータオル・エタノール・スプレーボトル（エ

タノールを噴霧する際に使用）・新聞紙（作業台

に敷くなど）・マスク・ゴム手袋・竹べら・水をはっ

たパレット・計量器

※指輪・ブレスレット・ネックレス・ヘアピンな

　ど、史料に損傷を与える危険のあるものは、あ

　らかじめはずしておきます。

● 綴じ目の部分が乾燥しにくいので、そこに留意

して水気をとります。
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⑤史料の吸水

竹べらを使って史料を展開する

史料の間にペーパータオルを挟みこむ

軽く押して吸水させる

吸水後のペーパータオル

⑥重量の測定（吸水後）

● 吸水前の数値と比較することで、どれだけ水分

が吸収されたかがわかります。

●  5 回以上この作業を繰り返すのが理想ですが、

3回目、4回目で作業を終了することも可能で

す。

ワークショップの様子
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神戸大学人文学研究科地域連携センターの活動

　　　　　　　　　　　　　坂江　渉

　どうも坂江です。地域連携センターは、2002

年 11 月に設立されました。スタッフの人員は、

教員５名、研究員９名。いくつかの事業をいろん

な人が兼任し、２週間おきにミーティングを行

なっています。各研究員の専門分野は、古代から

近現代史まで全分野がそろっておりまして、ちな

みに私は古代史を専攻しております。財源は、大

学予算、外部資金、文部科学省、連携先の自治体、

国土交通省、それから企業組合等いろいろありま

す。そういうお金によりつつ、４つの柱に沿った

事業を展開しています。

　まず１つは、「歴史文化をめぐる地域連携協議

会」を年度末に開催しております。今年の２月

１日のときには、関西大学のほうからも２名の方

が来られました。毎年、兵庫県の各自治体の文化

財担当職員の方、住民団体の方、大学関係者の三

者がいろんなテーマを立てて議論しています。今

年は自治体合併についてのお話をいたしましたと

ころ、70人以上の方に集まっていただきました。

いろんなテーマで議論をしているんですが、あま

り結論らしきものを出すわけではなく、とにかく

お互いが知り合いになるという面がかなり重要だ

と思っています。お互いが顔見知りになっている

と、災害が起きた時にも、てきぱきと行動に移る

ことができます。

　２番目は、自治体史編纂と地域づくり支援事業

です。これは後で詳しくお話ししますが、個別具

体的な活動ということになります。

　３番目が、歴史資料と災害資料の保全活用事業

です。これは神戸ならではの事業だと思います。

大震災以降のさまざまな震災資料の救済、あるい

は水害からのレスキューとその修復、さらには平

時においてさまざまな地域資料の保管をどうする

かということもこの中に含めて考えております。

それから、主に佐々木和子さん（地域連携センター

研究員）が担当されていますが、大震災の記録そ

のものも大事な歴史資料と考えています。これも

なかなか保全がうまくいかないということで研究

会をやっております。

　４番目が教育。ここからがお聞きしたいと言わ

れていたところでして、教育プログラムや人材養

成の話になります。当初の予定では軽く流そうと

思っていたのですが、詳しくお話したいと思いま

す。

　教育問題については、センター設立当初から

やっていたわけではなく、文部科学省の３つの事

業である、現代ＧＰ事業、教員養成ＧＰ事業、そ

れから現在進行中の大学院教育改革支援プログラ

ムを、途中からやり始めて、資金をもらいながら

教育プログラムの開発を進め出しました。それぞ

れの中から、教育プログラムが既に２つほど完成

しております。このうち、現代ＧＰ事業は２年前

に終わりまして、そこから３つの授業が完成しま

した。それから教員養成ＧＰ。これは地域リーダー

の養成ということで、特に地域文化を担う地歴科

高校教員の養成を目指し、高校の先生が地域文化

を担えるようなプログラムはできないかというこ

とを目標としました。近くにある御
み

影
かげ

高校と連携

して、今年から「地歴科教育論」というプログラ

ムを開講しております。それから、先ほど現在進

行中と言いましたが、大学院教育改革支援プログ

ラムは、昨年の８月ぐらいから始まって、まだプ

ログラムそのものとしては完成しておりません。

　ここでは、特に最初の現代ＧＰと先ほどから議

論で出ています地域リーダーの養成に関する教育

プログラムについて、詳しくご説明したいと思い

ます。このプログラムからは３つの授業ができて

おりまして、一つは「地域歴史遺産活用研究」の

A・B。これは学部のほうでは、「地域歴史遺産保

全活用基礎論」と呼んでいます。それから「地域

歴史遺産保全活用演習」。これはゼミ形式で、古

文書を読む、史料解読するということで、大学院
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の前期課程にあたります。後期課程には、「地域

歴史遺産活用企画演習」という、これよりももっ

と応用編のものがありまして、実地に地域遺産を

どう活用していくかということを市民の人たちと

一緒になって考えようというような教育プランに

なります。

　最初の「活用基礎論」Aは古文書、つまり我々

が日本史の分野で扱うところの地域文献史料の現

状と課題を主に扱う授業を、毎年リレー講義で前

期 15コマやっております。もちろん、講師陣の

中身は変わりますけれども、序論から始まりまし

て、地域文献資料の現状、特に災害時にどういう

形で矛盾があらわれるか、あるいは平時にどうい

う現状があり課題があるのかというところから始

まります。さらには地域文献資料は、各時代にど

のような形で「ある」のかということを、例えば

古代中世を私が担当したり、近世近代を河野未央

さんが担当されるという形で行なっています。そ

して、６回目以降からは、資料をどう活用してい

くのかということについて、さまざまな事例を兵

庫県内の尼崎市立地域研究史料館の辻
つじかわ

川 敦
あつし

館長

にお話ししていただいたり、あるいは企業との連

携の中で、企業の歴史資料をどう活用していくか

という話を内部の研究員がお話ししたり、あるい

は木村修二さん（地域連携センター研究員）が文

献資料の活用としてこういうやり方があるよとい

う、連携事業の経験の中で出された問題を話すと

いうような授業内容です。また、自治体史の編纂

の問題もお話し、最後にまとめるということを

やっております。以上がＡでありまして、Ｂはそ

れ以外の分野になります。

　地域歴史遺産といいましても、文献資料だけで

はありません。基礎論 Bでは、美術工芸から埋

蔵文化財、建築物、都市景観、それから農業遺

産、農業集落、あるいは博物館運営、それから障

害者と歴史遺産の活用ということで、地域遺産の

現状と活用のあり方について大方学べるという形

でやっています。受講生は毎回大体30人前後で、

文学部が一番多いんですが、それだけではなくほ

かの学部からもたくさん受講生が来ております。

工学部からも来ていますし、経済・経営学部など

からも非常にたくさんの受講生がいて、毎年 30

人ぐらいの受講生ということになります。

　２つ目の活用基礎演習のほうは、毎年 9月ぐ

らいに合宿形式で古文書を実際に読み、それを整

理・解読する基礎的な技術を学ぶということを

やっております。これも文学部の学生だけではな

くて、ほかの学科の学生も来ています。留学生も

参加して非常に興味深いという感想を寄せており

ます。また、古文書の実際の写真の撮り方につい

ても、2泊 3日の日程で木村さんに実地で教えて

いただくというようなワークショップを昨年から

始めました。

　また、最近では後期課程の活用企画演習という

授業で、古文書の活用の仕方を実践的に市民と一

緒になって学ぼうということを、生
いく

野
の

銀山のい

ろんな古文書を使いながらやっております。古文

書の解読もやるんですが、同時にこれはフィール

ドワークという形で生野の地元の方に案内してい

ただいて、実際に地域を歩いたりするということ

もやったりしています。さらには古文書解読のと

きに市民の方も同席して、一緒に古文書の解読の

仕方や扱い方を学ぶということを、６つぐらいの

テーブルに分けてやっています。さらには、地域

で古文書を持っておられる方から、従来どういう

ふうに守ってきたのか、あるいはどういう保管の

形態が望ましいのかという聞き取りをやったりも

いたします。これは、かなり実地性の強い演習と

いうことになります。この３つでもって、最終的

に我々の考えている地域リーダーの養成ができる

のではないかと考えています。

　そこで次に、具体的な個別の事業についてお話

ししたいと思います。まずは、自治体史の編纂が

あります。センターが立ち上がってから過去７年
歴史遺産活用演習ワークショップ
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間、我々は、トータルしますと４つの町史・市史

にかかわっていろんな事業をやってまいりまし

た。『播
はり

磨
ま

新
しんぐう

宮町史』、『香
こうでら

寺町史』、『新修神戸市

史』、『三
さん

田
だ

市史』の 4つです。大学からかなり

離れた場所もありまして、播磨新宮町は現在、合

併してたつの市と呼ばれているところで、岡山県

よりのところになります。それから香寺町という

のは、現在の姫路市になります。あと地元神戸と

三田、以上の４つになります。

　皆さんよくご存知だと思うんですが、自治体史

をめぐる現状というのは、非常に厳しいものでし

て、実際につくったとしてもほとんど読まれてい

ません。しかも本そのものが重い、高い、それか

ら中身が難しいという三拍子がそろっているとい

うふうなことを言われる人もおられます。さらに

言いますと、存在すら知られていないケースがあ

ります。同時に、執筆者が提示している歴史像と

読者の求めるものにかなりズレがあって、「何の

ことかよくわからん」とよく言われます。例えば

古代史などは、そう言われることが多いわけです。

さらに、これが一番の問題になると思うんですが、

本をつくったらそれで終わりというところも多々

あります。そういう現状を前にしまして、我々

としてはどういうスタンスで臨むべきか、以下 5

つにわけてご説明いたします。

　１つ目は、可能な限り大学と自治体との共同研

究という形をとってやることです。その例が播磨

新宮町と香寺町です。これは、相互にメリットが

あるわけで、共同研究の形をとると、例えば、事

業のＰＲになりますし、財政的なメリットもあり

ます。それから、施設の相互利用も可能になりま

す。また、我々といたしましては、それぞれの町

や地域が教育フィールドの場としても活用できま

すし、地元の資料館等の学生に対するユーザー教

育も可能になります。こういういろんな便宜があ

りますので、共同研究という形をとることが多く

ございます。

　それから２つ目として、大学の先生の一方通行

的な視点による書き方を改めないといけないと

思っています。常に行政、住民、大学という三者

間の連携協力を意識した編纂活動をする必要があ

る。常に住民との接点を重視すべきだということ

を念頭に置いています。場合によっては、市民が

調べ、市民が書き上げる編目もつくるということ

もやっています。この試みをやったのが、『香寺

町史』であります。これは、大阪歴史科学協議会

等で紹介もされていますので、ご存知だと思いま

す。市民の方が書かれたんですけれども、いわゆ

る郷土史家という人が来るのではなくて、町内の

各地区から町史執筆者というのを選んで、あるい

は町史協力委員というものを置いて事業をすすめ

ました。そして、編集室長の非常に厳しい指導の

もと、監修者・編集顧問・地域連携センターの研

究員が協力して刊行します。つまり、市民がいわ

ば自由につくるのではなくて、我々専門家も常に

フォローするという形でやった例であります。ま

た、編纂の過程で、町民の中から歴史研究会とい

うものが立ち上がって、現在も何ヶ月かに１回の

ペースで研究会もされています。しかも、その会

がそれ以後も続いているということで、全国的に

も非常に注目されています。

　次に３つ目が、「身近な地域生活史への視座」。

これは、先ほど言いましたように、我々古代史の

分野では、往々にして古代の政治史重視、制度史

偏重の叙述になりますから、そうならないように

気をつけるという工夫をやりました。

　４つ目は、これが一番重要なことだと思います

が、編纂後の史料の保管・活用を考えたうえで、

市史・町史をつくっていくということです。つま

り、自治体史をつくり放しにしない。本を刊行す

るだけが編纂事業ではない。これは、なかなか口

で言うのはたやすいんですが、お金の問題があ

り、かなり難しい問題が横たわっています。さら

にこの間、大がかりな市町村合併が兵庫県のほう

でたくさんありまして、我々が携わった『香寺町

史』や『播磨新宮町史』は、編纂途中で市町が合

併してしまいました。つまり、編纂はするんです

が、その後のフォローが続かないし、お金も出せ

ないということで、非常に困っていました。そこ

で、我々として一つ工夫した例が、『播磨新宮町

史』の特に近世編に関して、大学がイニシアチブ

を握って、地元の人たちとも連携しつつ、「近世

地域史研究会」というものをを立ち上げました。

約２年前だったと思うんですけれども、市民の学

びの要求と史料を結びつけるために、２、３ヶ月

に１回の割合で研究会を開いて、町内の古文書の
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判読、町史の輪読・書評、新たな史料翻刻を執筆

者、市民、学生、それから室職員もそろってやり

ました。昨年は、この研究成果が実りまして、我々

の活動事業報告書の巻末に研究成果を発行すると

いうことができ、今年も１冊、その研究成果を公

表することができました。だから、いわば財政難、

自治体合併等の困難を乗り越えるための新たな試

みと言えるのではないかと思います。

　そして、最後に 5つ目として、これは厳密に

言うと自治体史というわけではないんですが、自

治体の枠に必ずしもとらわれない小地域に着目

し、生活史を重んじた地域密着型の冊子をつくっ

てもいいのではないかということを考えまして、

特に木村さんがこの先頭を立たれて進められまし

た。

　神戸大学（神戸市灘区）の近くに、水
すいどうすじ

道筋商店

街というのがございまして、その活性化のために、

「お金を幾らか出すから何らかのことをやれない

か」と言われまして、そのときにできたのがこの

本です。お配りしている茶色の冊子をご覧になっ

てください。70 ページぐらいを５人で執筆しま

した。木村さんを中心に、この商店街近くの稗
ひえ

田
だ

村という村の文書なども使いまして、地域生活史

を掘り起こしました。普通の自治体史だったら、

たぶん採択されないような史料が多かったように

思いますが、それをあえて持ってきて解読し、地

図資料をもとにして、当時のこの周辺地域を復元

するというようなことをいたしました。また、こ

の近くに摩
ま や

耶山
さん

忉
とう

利
り

天
てん

上
じょう

寺
じ

というお寺がありま

して、巡礼の問題などに視点を当てて、古代史の

立場からも少し書き上げました。この冊子は非常

に好評でありまして、地元の方々が競って入手さ

れ、いまだに欲しいと言われる方がたくさんおら

れます。以上が自治体史編纂をめぐる我々の取り

組みでありまして、次が個別のまちづくり事業で

ございます。

　小野市のまちづくり事業に関しては、先ほど奥

村先生が話されたので重複は避けますが、少しつ

け加えておきたいことがございます。小・中学生

が地元の方々と一緒になって調べて、地域展を開

催するというのは、地域博物館の運営・活用の点

で、全国的に非常に着目されている例であります。

と申しますのも、この小野市立好古館の大
おおむらとしみち

村敬通

という館長さんは、もともとは兵庫県の埋蔵文化

財の所長さんをやられた県の職員でした。この方

が 2002 年に来られて、「地域展」というアイデ

アを出されました。なぜやられたかというと、実

はこの小野市立好古館の入館者数が、2002 年よ

り以前は毎年平均約 2,000 人程度だったと。「そ

れを打破するためには何か工夫や仕掛けがいる」

ということで、こういうおもしろい取り組みをさ

れました。

　その結果どうなったかというと、2002 年以降

の入館者数は、大体 10,000 人から 12,000 人程

度になりました。つまり約５倍から６倍にふえた

ということです。人口50,000人でありますから、

約 20パーセントの人が毎年訪れるということに

なります。なぜ訪れるかというと、これは地域展

なので、地域の方々が、自分の息子とか孫が調べ

た展示物が出ますし、それから立派な図録もでき

るからです。しかも、そこに写真が写っていたり

名前が出たりするということで、その地域の親は

少なくとも行きますし、小学校単位でもそこを訪

れるということで、一挙にふえたわけです。これ

は、文化庁のほうにも目がとまって、全国的に着

目される事業になっております。そういう形で

も、小野市立好古館の地域展というのは紹介でき

るのではないかということでございます。

　最後になりますが、我々神戸大学のほうでも丹

波市にはかなりゆかりがあります。丹波市のなか

でも、特に春日町棚原地区での取り組みというの

がございます。棚原地区というのは、非常に自然

豊かな光景が広がるごく普通の農村であります。

（神戸大学文学部地域連携センター編）
『水道筋周辺地域のむかし』
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そのような地域の住民団体のほうから、大学ある

いは自治体へ、「古文書を読みたいので協力して

くれ」と言って、求めてきたわけです。2005 年

12 月に代表者の方がわざわざ神戸大学に来られ

て、「地域連携センターというのを立ち上げたら

しいので、ぜひとも古文書を読むのに協力してく

れ」とおっしゃられました。そこの団体名は「棚

原自治会パワーアップ事業推進委員会」といって、

メンバーの数は 12、３名であります。リーダー

の方は、もともとは関西の都市部に住んでおられ、

定年後Ｕターンで帰ってこられたそうです。この

方がパソコンを使ったりして会をリードされて、

神戸大学にも呼びかけられました。そこで我々も

２、３カ月に１回現地入りして、パワーアップ事

業推進委員会の方と一緒に、庚申堂に納められた

区有文書を調査し、それを整理するという作業を

始めました。このとき我々が気をつけたのは、目

録づくりです。住民の方々はどうしても、古文書

を読むことに魅力を感じるので、すぐ読みたいと

なるんですが、その前にやはり正確で活用可能な

目録づくりというのをしないといけません。メン

バーの方々には、そういう目録づくりの必要性を

申しました。同時に、「古文書を読む会」という

ものも定期的に開催いたしました。これは地区だ

けの方ではなくて、丹波市内、あるいは篠山から

も参加されています。そして、いろいろな事業の

成果を中間報告的に、村の秋祭りなどでパネルの

つくり方もご指導して地区の方に紹介されるとい

うことをやりました。

　さらに今年度は、先ほど藪田先生のお話にもあ

りましたように、やはり後継者の育成は小学生だ

ということで、地元の進
しん

修
しゅう

 小学校との連携も始

めました。小学生は 30人ぐらいしかいないんで

すけど、実は学校林というのをここは持っておら

れます。棚原地区のちょうど里山に当たるところ

にそれがあります。そこで里山公園づくりをしな

いかという構想が出て、今そのコンテンツづくり

が進んでいます。これもかなりお金が要ることで

すので、すぐにはなかなかできないんですけど、

我々も里山をめぐるいろんな理論を提示し、県の

方々とか、丹波市の自治体の援助も得て進めてい

ます。

　このように、自主的に住民がかなり引っ張って

いくというやり方が目にとまったこともありま

して、なんと一昨年の７月、「棚原モデル」とい

うことで古文書の悉
しっ

皆
かい

調査とそれを生かしたま

ちづくりを、他の５つの町域（氷
ひ

上
かみ

町・山
さんなん

南町な

ど）でできないかということが、丹波市との間で

了解が生まれました。丹波市と神戸大学人文学研

究科との間で、「地域活性化のための連携協力協

定」が結ばれて、昨年以来、ほかの町にも、この

モデルを軸にして古文書の掘り起こし作業をやっ

ています。その過程の中で、関西大学の方々も丹

波市内で事業をされているということを知りまし

て、できれば今日いろんな交流ができて、一緒に

共同した取り組みができれば良いとも考えており

ます。以上です。どうもありがとうございました。

坂江　渉（さかえ　わたる）

　地域連携センター担当教員。主に県内自治体等

との連携事業全体および地域連携協議会を担当。

専門は日本古代史。主な論文に、「古代における

力田者について」（『ヒストリア』137 号、1992

年）、「古代国家の交通とミナトの神祭り」（『神戸

大学史学年報』18号、2003 年）などがある 。

棚原地区との連携

丹波市との協定
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なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動

　　　　　　　　　　　　内田　𠮷哉

　内田でございます。関西大学なにわ・大阪文化

遺産学研究センターの活動につきまして、今年度

の活動を中心にご紹介したいと思います。当セン

ターの研究活動は、大きく分けて、国際シンポジ

ウム、文化遺産学フォーラム、地域連携企画、レ

クチャーシリーズ、ワークショップ、研究例会、

特別プロジェクトがあり、そのほかに大阪の文化

遺産に関する資料収集も行なっています。それぞ

れ、写真をご覧いただきながら紹介いたします。

　まず、「国際シンポジウム」につきましては、

当センター設立以来４年間で５回開催している

のですが、そのうちのいくつかをご紹介いたしま

す。この写真は、昨年度に日本、中国、韓国の三ヶ

国から、大学教員や文化財行政担当者、そして観

光コーディネーターをされている方などをお招き

しまして、「文化遺産」という共通のテーマでご

講演いただいたときの様子です（図 1）。これから

ご紹介させていただくことと関わってくるんです

けれども、昨年度あたりから、私たちのセンター

は、他者との比較・対比の中で大阪の文化遺産を

考えるというスタンスになってきたように思われ

ます。今から思いますと、この国際シンポジウム

がそのスタート時点だったのかなという気がいた

します。先ほどの藪田先生のお話にもありました

ように、私たちのセンターの一つの大きな特徴は、

観客動員力が非常に高いということでして、この

シンポジウムは、基本的には一般市民の方に還元

するという目的で、このときで恐らく 200 名弱

の方がたに集まっていただきました。

　もう一つの国際シンポジウムとしましては、新

聞でも報道されましたので、ご存知の方もおられ

るかと思いますが、オーストリアで豊臣時代の大

坂を描いた屏風が発見されたということに端を発

しまして、オーストリアの州立博物館と、大阪城

天守閣、それと私たち関西大学が三者で共同研究

協定を締結いたしました。これは、後ほどご説明

いたします「特別プロジェクト」という研究とも

関わってくるのですが、豊臣期大坂図屏風の共同

研究協定に基づく国際シンポジウムを開催してお

ります。これも昨年度のことになりますが、この

時は 300 人ほどの市民の方に集っていただきま

した（図 2）。これは屏風にお客さんが見入ってい

る光景なんですけれども（図 3）、実物の屏風につ

きましてはオーストリアにありますので持ってく

ることはできません。研究に際しまして、豊臣期

大坂図屏風の複製品を作製しましたので、それを

展示しているところです。

図 1

図 2
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　もうひとつだけ、国際シンポジウムを紹介いた

します。これも、先ほどの豊臣期大坂図屏風に関

わるものなんですが、今度はオーストリアに赴き

まして、国際シンポジウムを開催しました。これ

がその時の写真です（図 4）。先ほど申しましたよ

うに、実物は現地にございます。要するに、今屏

風は一点一点ばらばらにされて壁にはめ込まれて

ますので、わざわざ壁から外して日本に持ってく

るというということはできないわけです。ですか

ら、壁にはめ込まれた状態の屏風を現地調査する

ことも併せて行ないました。

　さて、次に「文化遺産学フォーラム」という研

究行事についてご紹介いたします。本来ですと、

レギュラーの研究行事としてはこの文化遺産学

フォーラムというのが最大規模のものになりまし

て、年に１度の開催ということになっています。

これも、基本的には市民の方に来ていただくとい

うことを目的としています。今、写真でご覧いた

だいていますのが、今年度の文化遺産学フォーラ

ムです（図 5）。今年は「水」をテーマにしました。

大阪をフィールドにして水と文化遺産ということ

を考えた場合、一つには淀川という大きな川が思

い浮かびます。しかし、先ほどの日中韓三ヶ国の

国際シンポジウムで少しお話しいたしましたよう

に、ここ 1、2年の私たちのスタイルとして、他

者と対比する中で大阪の特徴を際立たせていくと

いう方法をとっています。そこで、対比する相手

として、同じく地域連携をコンセプトとした山形

県の東北芸術工科大学東北文化研究センターと、

山形県を縦断する最上川と大阪を貫く淀川との対

比をテーマとして、「水がむすぶ文化遺産」とい

うフォーラムを行なうことになりました。

　また、文化遺産学フォーラムは、一般市民の方

にできるだけたくさん来ていただきたいというこ

とで、講演やパネルディスカッションにあわせま

して、何らかのアトラクション的な要素を盛り込

むというのが一つの特徴となっております。今年

度は、落語大学（関西大学の落語研究会）の学生

さんに依頼しまして、水にちなむ落語を一席演じ

てもらうという試みをいたしました（図 6）。この

ように、楽しく集まってもらえるかどうかという

ところに気を配った面が、この文化遺産学フォー

ラムの一つの特徴であります。

図 3

図 4

図 5

図 6
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　また、今年度文化遺産学フォーラムを開催いた

しましたときには、両センターの親交・交流を目

的とした「文化遺産学交流会」を開催しました。

現在ご覧いただいている写真が、東北芸術工科大

学の菊地和博先生と岸本誠司先生です（図 7）。そ

のお二人に集まっていただいて、それぞれの活動

の紹介と意見の交換を行ないました。今回はその

二回目ということでございます。

　続きまして、「地域連携企画」という研究行事

がございます。これは、最初は大学が地域に還る

というコンセプトのもと、河内国府遺跡の出土品

を関西大学が所蔵しているということで、本来の

出土地である道明寺天満宮で展示を行ないまし

た。ですので、最初のころは私たちの中では、こ

の地域連携企画に「出開帳」というあだ名をつけ

ていました。しかし、回数を重ねるにつれまし

て、企画のスタイルが変わってきまして、昨年度

の「もめん博物館 in 平野」という地域連携企画

を例にとりますと、大阪市平野区という町づくり

活動が大変盛んな地域で、その町づくりの会の方

たちとの共同で地域連携企画を催すようになりま

した。

　そして、今年度の地域連携企画は、関西大学に

来たばかりの留学生を平野に案内しまして、一人

一人にカメラを渡して、平野の町を写真におさめ

てもらいました。この写真は、留学生が使い捨て

カメラで平野のまちの中を自由に歩き回り写真を

撮っている様子です（図 8）。

　さらに、その翌週には、平野にある杭全神社の

瑞
ずいほうでん

鳳殿をお借りしまして、三人の先生方による鼎

談と、写真コンテストという企画を行ないまし

た。左側の和服を来ておられる方が、杭全神社の

宮司である藤
ふじ

江
え

正
まさのり

謹先生。中央に写っているのが、

当センターの研究員である鶴
つるさきひろ

崎裕雄
お

先生。そし

て、右側に座っておりますのが、同じくセンター

の研究員である大阪城天守閣の北
きたがわ

川 央
ひろし

先生です

（図 9）。藤江先生は、会場をお借りしています杭

全神社の宮司さんであるということ、鶴崎先生は

日本で現在唯一連歌所が現存している杭全神社に

おいて、連歌会の運営に携わってられるというこ

と、それから北川先生は、高校時代を平野で過ご

されたということから、このお三方を講師として

ご依頼いたしました。お三方とも、学識の高い先

生ではありますが、学術的な話ではなくて、杭全

神社についての楽しいお話を聞かせていただきた

いという企画でした。ポスターを貼る程度で特別

なご案内もいたしませんでしたが、私たちのセン

ターにもだんだんと固定ファンがついてまいりま

して、企画を催しますと地元の方たちが自然と集

まっていただいています。

　次に、「レクチャーシリーズ」という企画につ

いてご説明いたします。このレクチャーシリー

ズというのは、市民向けの公開講座に当たるもの

で、基本的には毎年２回の開催になっているので

図 7

図 8

図 9
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すが、今年度は１回の開催でした。毎回それぞれ

テーマを設定しまして、講師の先生をお招きして

おります。ちなみに最近の第7回は、なにわの食

文化に関わるということで、大阪ガスエネルギー

研究所の山
やました

下満
ま ち こ

智子先生、日本の食文化の歴史を

語っていただくということで、林原美術館館長の

熊
くまくらいさ

倉功夫
お

先生をお招きしてお話を伺いました（図

10）。先ほど申しましたように、センターにもだ

んだん固定ファンがついてきまして、この写真の

真ん中に映っている方が料理研究家の上
うえ

野
の

修
しゅう

三
ぞう

さんでございます（図 11）。上野先生に聞いてい

ただきたいということで、私たちからアプローチ

したわけではありませんが、センターの名前が知

られてくるにしたがいまして、食文化に関する行

事のときには、上野さんに駆けつけていただいて

いるようになってきています。

　続きまして、「ワークショップ」に移ります。ワー

クショップは、年に２度開催しております。私た

ちの研究センターの場合、大衆文化のようなもの

まで含めて文化遺産だと考えていますので、今年

度のワークショップでは、紙芝居をテーマといた

しました。この着物姿の方が、現役の紙芝居師の

一人である鈴
すず

木
き

常
つねかつ

勝先生です（図 12）。立命館大

学のほうで、紙芝居の文化をテーマとした講義を

しておられます。このワークショップは、企画を

大きく二本立てにいたしまして、紙芝居は文化遺

産の一つであるという切り口で鈴木先生に講演を

してもらったというのが一つ。また、紙芝居が文

化遺産だと言いましても、見てみないことには始

まらないということで、実際に紙芝居の実演をし

ていただきました。さらに、紙芝居の実演に当た

りましては、駄菓子がつきものだということで、

実際に駄菓子も購入しまして、紙芝居文化を肌で

味わってもらいました（図 13）。

　このほか、藪田先生から紹介されましたように、

祭礼遺産、生活文化遺産、学芸遺産、歴史資料遺

産という４つの研究プロジェクトが基本的に設置

されておりますので、それぞれの研究プロジェク

トの研究例会というものが開催されています。そ

れぞれの研究プロジェクト単位での研究会が年に

２回ずつ、４プロジェクトですから合計８回の研

究会が催されるということでございます。

図 10

図 11

図 12

図 13
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　ここまでが、本来センターを設立する際の構想

に含まれていた研究行事だったんですけれども、

センターを運営していくに当たりまして、当初の

構想をいい意味ではみ出すものが出てまいりまし

た。それを私たちの場合、「特別プロジェクト」

と位置づけております。

　そのうちの１つが、先ほどご紹介いたしまし

た、豊臣期大坂図屏風の研究です。先ほど申しま

したように、国際シンポジウムを開催いたしてお

りますし、もう一つには、「豊臣期大坂図屏風研

究会」を開催し、研究者レベルでの意見交換を行

なっています。その際に、神戸大学の大津留厚先

生にお越しいただきまして、青野原の俘虜収容所

のお話を伺ったり、また別の日には、大阪城天守

閣に会場をお借りしまして、研究会を開催しまし

た（図 14・15）。

　特別プロジェクトと位置づけられています２つ

目には、先ほど藪田先生がお話されましたように、

八尾市の植田家住宅の調査が挙げられます。調査

対象として、一つには書籍ですとか古文書といっ

た正統派のものもございますし、一方では民俗学

の立場から、蔵の二階にある民具の調査も行なっ

ております（図 16）。

　この真ん中に写っております、黄色い足がつい

ておりますのは３Dスキャニングの機械でして、

建物の中を３Ｄの状態でスキャニングして、それ

をコンピュータで立体的に再現できるというもの

です（図 17）。このようにして建物自体を調査す

るということも行なっています。調査はすでに終

了しまして、この旧植田家住宅が、来年の５月に

史料館として新たにオープンするという計画が八

尾市のほうで進んでおりまして、センターでは現

在、その設立に向けての準備に携わっています。

また、オープニングに向けて、報告書及び展示図

録の作成も八尾市と提携して進めています。

　３つ目の特別プロジェクトとしまして、上町台

地マイルドＨＯＰＥゾーン協議会からの受託研究

という形で進めている、「上町台地暮らしの歳時

記調査」があります。上町台地の生活に関わる年

中行事を、聞き取り調査を通して行なっています

（図 18）。

図 14

図 15

図 16

図 17
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　４つ目としまして、学校教育における副読本を

作成するというプロジェクトがありまして、現在

なにわの伝統野菜の栽培をテーマに進めておりま

す。私の個人的な意見としましては、文化遺産

学についての入り口が整備されていない状態だと

思っておりますので、この副読本作成が文化遺産

学の周知を図っていくうえでの一つの契機になる

か思います。これは編集会議の模様ですけれども、

私たちのほかに、小学校の先生、教育関係の出版

社の方、農学博士の森下正博先生（研究協力者）

をお招きして、進めています（図 19）。また、実

際小学校に出向いて、伝統野菜の育成・栽培の調

査も行なっています。

　さて、もう一つの特別プロジェクトとして、杭

全神社総合調査を取り上げます。２月１日に神戸

大学にお邪魔させていただいたときは、大学の教

員の方、郷土資料館や博物館にお勤めの方、文化

財行政に携わっておられる方などといった方がた

を軸としてネットワークが広がっているんだなと

いう感想を受けたんですが、私たちの場合、その

ネットワークの核になるものは寺社でありまし

て、杭全神社のほかに、道明寺天満宮ですとか、

大阪天満宮、四天王寺といった寺社の調査がプロ

ジェクトに大きく関わってきます。これが調査風

景です（図 20）。この調査に当たっては、文書だ

けではなく、美術工芸品や境内に建てられている

石灯籠、さらには大きな古木も含まれます。つま

り、景観を含めた総合的な文化遺産調査を行なっ

ていくわけです。

　さて、私たちのセンターは、自分でやってみる

ということが比較的多いのですが、その例として、

なにわの伝統野菜の栽培が挙げられます。京野菜

は有名で、ブランド化もされていますが、大阪で

も、府が認定した伝統野菜がございます。そこで、

この建物の裏側にある「なにわ実験農園」と名づ

けた小さな畑で、実際に伝統野菜の栽培を行なっ

ております。これが、大阪在来種の勝
こつ

間
ま

南
なんきん

瓜を収

穫している状況です（図 21）。また、関西大学が

あります吹田にも吹
すい

田
た

慈
くわ い

姑というものが伝統野菜

としてありまして、私たちのセンターでも実際に

吹田慈姑を栽培しています。また、吹田慈姑に関

しては、吹田の市民団体の方が普及活動もなさっ

ており、その方がたとも連携を図っています。

図 18

図 19

図 20

図 21
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　さて、これは少しイレギュラーなお話なんで

すが、２年前（2006 年）がちょうど関西大学の

創立 120 周年に当たる年でして、「特別公演　篝

の舞楽」と題して、1,000 人規模のお客さんを集

めた行事を行ないました（図 22）。四天王寺では、

聖徳太子の命日に「聖霊会の舞楽」が奉納されま

す。その舞楽は「天
てんのう

王寺
じ

楽
がく

所
そ

雅
が

亮
りょう

会
かい

」が保存さ

れているわけですが、そこの小
お の

野功
こう

龍
りゅう

理事長が

センターの研究協力者ということもあり、天王寺

舞楽を丸ごと関西大学の広場に持ってきまして、

目の前で演じていただきました。

　では最後に、センターが今年度収集した大阪の

文化遺産に関わる資料について、ご紹介させてい

ただきたいと思います。

　まずは、お菓子などの食べ物の商標を貼込んだ

折帖があります（『大
おおさか

坂菓
か し

子 食
しょく

物
もつほか

他 商
しょう

  標
ひょう

  広
こう

告
こく

貼
はり

込
こめ

帖
ちょう

 』）。正統派の文書や書籍だけではなくて、

こういうものにも目を向けて収集を進めておりま

す（図 23）。これも同じように貼込帖なんですけ

れども、『大
おおさか

坂魚
さかなりょう

料理
り

切
きっ

手
て

貼
はりこめ

込帖
ちょう

 』といいまし

て、貼られている内容が大阪の魚料理に関する商

品切手になります（図 24）。ちなみに、右下にあ

るものは蒲鉾の商品切手です。

　これは『京
けいはん

阪土
みや げ

産名
めいしょ

所図
ず が

画』といいまして、明

治時代のものですけれども、こういった近代に

入ってからの刷り物等の収集も行っております

（図 25）。そして、これは『西
にしぼうじまむらもんじょ

坊島村文書』とい

うものです。箕面市の西坊島地区に伝わる文書で

す（図 26）。こういった文書類も収集の対象とし

ています。

図 22

図 23

図 24

図 25

図 26



OccasionalPaper№10　文化遺産学交流会

56

　それから、これは『浪
なにわ

花軍
ぐん

記
き

』というものです

（図 27）。大阪の文化遺産ということに関して研

究していきますと、やはりどうしても大阪城です

とか豊臣秀吉ということがどこかで絡んでくると

いうことで、大阪の陣の様子が書かれた『浪花軍

記』という書籍を収集いたしました。

　

　それから、今ご覧いただいていますのは、

菅
すがたてひこ

楯彦という大阪画壇の画家が書いた和歌の掛幅

です（図 28）。絵画の世界において、京都画壇に

比べると、大阪画壇というのは、国内ではマイ

ナーだけれども、海外に行くとかえって注目度が

上がったりすることがございます。例えば、江戸

の浮世絵は有名だけれども、上方の浮世絵はそれ

ほど国内ではメジャーではない。ところが、海外

では、すごく熱心な研究者がおられたりします。

そこで我々は、大阪画壇というものにも目を向け

た研究をしていこうということで、大阪画壇を代

表する画家の菅楯彦に関する資料の収集も一つの

テーマとしています。

　以上のような研究活動を行なっています。最後

に結びにかえまして、私の考えを少し述べさせて

いただきます。これまでお話させていただきまし

たように、基本的にセンターでは、一般市民の方

を対象に行事を行なうものですから、運営が大変

でして、私たち P.D.・R.A. が行事の運営自体に忙

殺されるというデメリットがございます。ただ、

そのかわり一般市民の固定ファンがついてくると

いった成果も感じておりますので、一長一短では

あると思います。

　ただ、一つ問題点として思いますのが、私たち

の研究センターは、５年計画の補助金事業でし

て、現在４年目を迎えました。もし５年目が終了

して事業が終了した場合に、これまでの市民との

つながりをどう維持するのかがはっきりしていま

せん。ですので、このセンターの行く末とともに、

少し不安を感じているところでございます。以上

になります。ありがとうございました。

図 27

図 28
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　これが丹波の景色です（図 2）。山のあったとこ

ろが一度沈んで、そして堆積をしてまた隆起した

というようなところです。田んぼが広がって、山

際のところに集落があって、それでもうすぐに山

が始まるという、それも丸くかわいらしい山が並

んでいるというふうなところです。赤く見えます

のが、パラグライダーがおりてきたところです。

田んぼにしましてもこういう景色です（図 3）。去

年の冬は雪が多かったので、こういう景色になり

ます。

　これが丹波市です（図4）。丹波市の一番北側で、

すぐ近くが福知山や豊岡です。この青
あおがき

垣というと

ころに佐治という町があります。青垣の中でも佐

治は、もともと古くて中心的な市街地で、「町」

と呼ばれるところです。また、佐治は交通の結節

点であり、宿場町でもありましたので、例えば

大
おおいし

石内
くらのすけ

蔵助の奥さんの大石りくが、豊岡に里帰り

をするときに必ず佐治の町で泊まっていまして、

「その旅館がうちの家や」という話も出てきます。

　ただ、これを見ていただけたらわかるかと思い

ますが、赤い点線で書いているのは道路でして、

農山村集落との交流型定住による故
ふるさと

郷づくり

　　　　　　　　　　　　岡　絵理子

　関西大学環境都市工学部建築学科の岡と申しま

す。よろしくお願いいたします。今回は、神戸大

学と関西大学の交流の場だとお聞きしております

けれども、関西大学の中でも、人文系の方々と我々

工学系の者が交流するという機会はなかなかござ

いませんで、呼んでいただけたことをたいへん光

栄に思っております。

　それでは、簡単ではございますけれども、農山

村集落との交流型定住による故郷づくりについて

ご紹介させていただきます。これが、私どもが

フィールドにしております丹波市の佐
さ じ

治という町

です。神戸大学の方で行かれた方はいらっしゃい

ますでしょうか。今ご覧いただいておりますのは、

佐治の町にある岩
いわ

屋
や

山
やま

という山の山頂から見た景

色です（図 1）。上昇気流が上がってくるところで

すので、パラグライダーができます。パラグライ

ダーの出発地点からこういう景色が見られます。

ここまで実は足を使わずに車で上がれるという、

とても便利なところです。

図１

図 2

図 3
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ばいいなと思うんです。ところが調べますと、例

えば、歩車分離がされていないので安全ではない

ということで、この道は小学校の通学路に指定で

きないわけです。この古い通りを子供たちが歩け

ないというふうになっています。いろいろ調べて

みると、とんでもないことがわかってきます。

　これは、「妻
つまいり

入」といいます（図 7）。京都は

「平
ひらいり

入」といって平側に出入口があるんですが、

このように妻側から家に入っていきます。篠山で

もこの妻入なんですが、この理由については、雪

がお客さんのほうに落ちないようにという配慮だ

と聞いていますが、事の真相はよくわかりません。

　さて、関西大学の私どもの研究室が佐治に関わ

るようになりました経緯というのが、2006 年に

日本建築学会 120 周年を記念した近畿支部主催

の設計競技です。そのときに関大チームが丹波市

長賞をいただきました。その提案がこの現代ＧＰ

の提案そのもので、学生が考えた提案に教員も大

学もまきこまれてやっているという状態になって

います。そのときに、実は神戸大学の建築の先生

方も頑張ってくださり、学生さんもたくさん応募

鉄道が来ていないんです。ですから、私たちが鉄

道を使って行こうと思いますと、柏
かいばら

原までは行き、

そこから路線バスに乗ります。私どものスタジオ

の前は「関西大学スタジオ前」というバス停になっ

ておりますが、朝から大学を出ると昼３時ぐらい

に着くという感じです。

　丹波市は山に囲まれていまして、恐竜で近頃有

名になっています山
さんなん

南町や市
いちじま

島、春
かす が

日というとこ

ろは、谷筋のところの平地部にあります。佐治は

農山村集落ではなくて、あくまでも町家が並ぶ町

です。私どもの活動拠点関西大学佐治スタジオ

は、ちょっとはずれのほうで、新
しんまち

町と呼ばれると

ころにあります。真ん中あたりにもともとは役場

などがありまして、そこが本
ほんまち

町になります。

　これは、大正時代の写真です（図 5）。昭和 40

年ぐらいまでは人通りが多くて、40 歳代の方で

も、「佐治の町に行くときには、ちょっといい服

着ていかないかん」と言っておられたくらいで

す。映画館もありましたし、にぎわっていたとこ

ろです。それが今はこんな感じでだれもいません

（図 6）。ここにいろんな人たちが歩くようになれ

図 4

図 5

図 7

図 6
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　これが、私どもが借りていますスタジオで撮っ

た写真です（図 9）。連携協定を結んだ日には、こ

こで河
かわ

田
た

悌
ていいち

一学長（当時）と丹波市の辻
つじ

重
じゅう

五
ご

郎
ろう

市長が握手をしておられました。この写真は道の

ほうから見ています。これが町家のすばらしいと

ころで、扉を全部はずしますと、このように美し

い庭が、道のほうから筒抜けという感じで、こう

いうすばらしい舞台ができ上がりました。

　「関わり続けるという定住のカタチ」が私たち

のキャッチフレーズです。関西大学の学生は、今

本当にふるさとがないんです。というのは、学生

のおじいちゃん、おばあちゃんが戦後の高度経済

成長期に九州や四国からやってきたということな

ので、両親の世代にはふるさとがあるのですが、

今の学生たちにとっては、親戚はいるけれども遊

びに行くところとは違う、あるいはもうだれも住

んでいないところというようになっています。そ

ういう学生たちにふるさとをつくろうというの

が、私たちの考えです。

　時間をかけて地域とかかわる中から見えてく

る、地域の抱える課題や魅力を顕在化させていく

ということと、交流や理論を重ねながら地域再生

を考えていくという 2つが主な活動です。実際

にやっていることは、空き家リノベーション、滞

在型交流ワークキャンプ、現地交流ワークショッ

プ、研究室による研究活動、公開講座、それから

地域再生という授業もやっています。

　まずは、「空き家リノベーション」。1970 年代

には農村の生活改善運動が随分盛んになりまし

て、改修工事がなされました。例えば、「土間で

台所仕事をするなんて女性差別だ」ということ

で、床が張られたのですが、材料がこのようなテ

していただいたのですが、たまたま賞をもらえな

かったのでここにおられないということで、私ど

もはこの賞をいただけたので佐治にいるというこ

とです。この丹波市長賞をいただいた時、「本当

にやるんですか」と皆さんに聞かれましたところ、

学生が、「はい、やります」と言ったんです。そ

れで、「そのまま放っておくわけにはいかないな」

ということで、私どもの研究室で活動を開始しま

した。といいますのは、やはり設計競技のこの調

査のために何度か佐治へ行った学生たちが、「ま

た行きたい」と言うんです。「じゃあ、何か企画

つくってやろうか」ということで、大学にお願い

をして、2007 年６月には何とか町家を一軒お借

りすることができました。このときは、まだ現代

ＧＰの活動ではありませんでしたので、交通費が

ありませんでした。実は、交通費捻出のために現

代ＧＰに申し込みました。現代ＧＰが地域型のプ

ログラムでしたので、それに応募するためには丹

波市との協定がどうしても必要だということで、

2007 年７月に、慌てて連携協定を結びました。

それで、2007 年 10 月には現代ＧＰプログラム

に採択されまして、交通費をゲットしました。

　佐治スタジオは、古い町家でして、2007 年か

ら改修工事を始めまして、今はもうでき上がって

います。2009 年１月には、二軒目の町家を借り

まして、今そちらの改修工事が始まっています。

　これが、ちょっと見にくいんですが、「思いの

束
つか

」という学生の提案です（図 8）。丹波市は定住

政策というのをとっていますけれども、突然行っ

て定住するというのはあり得ないので、とりあえ

ず学生が何回も行っているうちに、「いつの間に

か自分たちのふるさとのような気分になるんじゃ

ないか」「そしたらまた行きたくなって、そのう

ちに、１人ぐらいは住むというかもしれない」と

いうようなプログラムです。

図 8

図 9
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カテカの新建材で（図 10）、豪華には見えるんで

すけれども、剥いでしまうと、本当に皮一枚とい

う感じでした。そして、どんどんはいでいきます

と、向こう側は柱みたいなものはありますが、ト

タンの波板１枚で断熱材も何も入ってなくて、全

くの張りぼてだったということがわかりました

（図 11）。この状況の中で、「じゃあ、どうしよう」

ということで、学生たちが考えたわけです。あり

がたいことに、私どものところには、建築家でた

くさんの住宅も建てておられる江
え

川
がわなお

直樹
き

先生がい

ますので、アドバイスをいただきました。

　これは、神戸の震災でつぶれたバーのカウン

ターをいただいてきたというものです（図 12）。

それ以外は全部地元の杉で作りました。床のほう

は、土間にするということも考えたんですが、少

し寒いということで、厚さ 45センチの板を敷い

て「板土間」をつくりました。

　夜になるとこんな感じです（図 13）。町家って、

店をやっていると明るいんですけれども、今は店

の間の土間が駐車場になっていて、その奥にある

座敷で暮らしておられるので、生活されていても

外に光がほとんど漏れないんです。このプロジェ

クトでは、空き家を改修してきれいにするという

ことはもちろんですけれども、学生が来たことが

町の人たちにわかるというのが一番のコンセプト

で、学生がたまる場所をできるだけ道に近いとこ

ろにつくって、光が外に漏れるような家のつくり

方をしています。さらに、構造的にも補強しまし

た。古い木造の家というのは、民家ですので強い

のですが、改築していますので、長年持っていま

すけれども、今の耐震基準には合っていません。

床を張り直したりして、スラブで構造的に補強す

るというようなこともしていますし、天井に薄い

杉板を張り付けてきました。また、地元の大工さ

んに来ていただいて、技術は教えてもらうんです

が、逆に我々が「こういうふうに改修する方法が

あるよ」ということを地元の大工さんに教えると

いうこともあります。

　これが、今取りかかっている本町のゲストハウ

スです（図 14）。ここはもともと自転車屋さんで、

お借りしましたら、どういうわけだか「裏の畑も

一緒に借りてくれ」と言われまして、畑も借りて

おります。またなにわ野菜の栽培にお使いいただ

けたらと思います。また、「こういう改修工事を

するんだ」ということを地元の方々にお知らせし、

さらに地元の方々の意見も聞いていこうという形

をとっています。

　「滞在型交流ワークキャンプ」というのがあり

ます。これはインターシップで、学生が５日間滞

在して、いろんな地元の産業を体験するというも

のです。田んぼの広がる風景を学生に見せます

と、「地元では農業が盛んなのだ」と勘違いをす

るのですが、実はあの農地のほとんどが私たちが

お世話になった「まるきん農林」という農業会社

図 12

図 11

図 10
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いけないので、毎日風呂に入っておいしいものを

食べていたようです（図 17）。

　市島には、古民家を利用した「シルバーハウス

いちじま」というデイサービスセンターがありま

して、そこにも学生が行きました。めったに若い

男の学生が来ることがないので、特におばあさん

は喜んでしまって、学生の手を離さないというよ

うなことも起こりましたし、デイケアをやってお

られる女性の方も、若い男の子と話せる機会がな

かなかなかったようで大いに喜んでいただけたよ

うです（図 18）。

　また、学生たちは、時間の合間に、川の滝つぼ

に飛び込むという遊びをやっていましたが、地元

がやっておりまして、耕作する人がいなくなった

田んぼを一手に引き受けています。学生たちが地

域の実態を学びながら体験をするということです

（図 15）。

　これは、町家改修の際に杉板をたくさん出して

いただいた製材所での体験です（図 16）。森林組

合でも体験をしました。森林組合の体験の応募を

したら、どういうわけだか女の子ばかりが来まし

た。指導者の方は喜んでられましたが…。

　また、市島は酒づくりが盛んで、そこの山
やま

名
な

酒

造にも行きました。ここには、男子学生が行った

んですけれども、酒づくりの基本は風呂に入るこ

とと言われたそうです。変な菌がお酒に入ったら

図 15

図 16

図 17

図 18

図 14

図 13
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の子供たちは、こういう自然の遊びを全くやらな

くなっています。初めて行ったときに、小学生の

子供たちの親御さんに話をうかがったのですが、

「ここの町の子たちは遊ぶ場所がなくてかわいそ

うや」「公園がなくてかわいそう」と言われるん

です。そこで「公園なんか何でいるの」「こうやっ

て遊ぼうよ」と言って、学生たちと一緒になって

遊んでいました。

　「「地域再生」現地滞在型講座」という授業を関

西大学で授業として認めていただきまして、これ

がその成果です（図 19）。２泊３日で佐治の町を

24 時間感じ取ろうということです。２泊３日す

ると、朝、日が出て沈むところまでわかります。

お渡ししました「成松の住まいと暮らし」は、そ

の成果報告書です。成松の町家ではどんな住まい

方をしてどんな暮らしをしているのかというの

を、学生たちがヒアリング調査をしました。

　

　ここに写っているのは、江川先生の授業で、２

泊３日貫徹をして設計をしようというもので、学

生たちは、何か目もうつろになっていますが、佐

治の町に合う住宅を設計をしようというものです

（図 20）。スタジオの２階は、壁を全部取っ払い

まして、こうやって学生たちがごろごろできる場

所をつくっております。

　それとはまた別に、「公開講座」では、「丹波を

知る」「地域再生」という２つの講義を１ヶ月に

１度やっております。「丹波を知る」では、「シル

バーハウスいちじま」の森
もり

田
た

順
じゅん

子
こ

所長や、丹波

竜を掘った足
あ

立
だち

 洌
きよし

 さん（考古学研究家）といった、

実にさまざまな方に来ていただきお話していただ

いています。最近では、2月 21 日に、辻市長に

も来ていただき、丹波について語っていただきま

した。「地域再生」では、山形県金山町産業課商

工景観交流係長の須
す が

賀 稔
みのる

 さんや、それぞれの地

域で活躍されている研究者の方々に来ていただき

ました。これは、景観における先駆者でいらっしゃ

います樋
ひ

口
ぐちあきひこ

明彦先生（九州大学准教授）にお話い

ただいているところです（図 21）。これにつきま

しては、内容がほぼすべてホームページにアップ

されていますので、見ていただけたらと思います。

図 20

図 21

図 19

図 22
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　次に「地域交流ワークショップ」です。学生と

住民とでイベントを企画・立案し、交流を深める

ということをしております。実は私どもの研究室

で、カンボジアのトンレサップ湖の浸水域の集落

調査をもう４年ほどやっていまして、この写真は

その集落の長さと佐治の町の長さがちょうど同じ

くらいだということを皆さんに紹介しているとこ

ろです（図 22）。秋祭りや収穫祭といったものに

も参加しています。特に私たちのように都市計画

や建築を研究している者にとっても、祭りはとて

も興味深いものでして、地域のコミュニティーを

知るうえでも大切な手がかりになります。学生た

ちは、自分の地域には、伝統的な祭りがなかった

り、あっても参加したことがありません。「こん

なに簡単に地域の祭りに参加できるなんてうれし

い」と言っていました。これは裸祭りなんですが、

この写真の中にきっと学生が混じって裸で参加し

ているはずです（図 23）。また、佐治には「八宿

祭」といって、地域のおいしいものをいっぱい出

すお祭りがあるんですけれども、そこに関西大学

のブースを一つ設けまして、関西大学のグッズを

売ったり、活動の発表をしたりしています。

　これはマップづくりをしているところです（図

24）。今地元の若い女性にこの佐治のスタジオの

スタッフをしてもらっていますが、学校帰りの小

学生や中学生がよく遊びに来るんです。ここでた

まって帰っていくというようなことがこのごろ起

こっています。その子たちをつかまえて町歩きを

させたりしています。

　これはパラグライダーからみた佐治の景色です

（図 25）。佐治スタジオと一言言っていただくと

関西大学価格でちょっとお安くなると思いますの

で、皆さんもよろしかったら空の旅を楽しんでく

ださい。

　町並みや暮らしの調査も丹波市からの受託研究

でやらせていただいています。他にも、花火をし

たり、アマゴを焼いたり、秋になったら紅葉を見

に行ったりと、地元ではいろんな親睦会もやって

います。とにかく、学生が朝から晩までを体験し

ようというのが一つの目的ですので、決して焦ら

ずに時間をかけて続けていこうと考えています。

岡　絵理子（おか　えりこ）

　関西大学環境都市工学部准教授。専門は建築環

境デザイン。主な著書に『既成市街地の再構築と

都市計画』（共著、1999 年）、論考に「屋外活動

からみた中国的生活様式と住宅地の研究」（『ラン

ドスケープ研究』67-5、2004 年）、「大阪市都心

の居住地における居住者の環境認識に関する研

究」（『日本建築学会計画系論文集』599、2006

年）などがある。

図 23

図 24

図 25
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年11月19日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀大学地域学歴史文化研究センター

　2009 年 11 月 19 日（金）、佐賀大学地域学歴史文化研究センターとの文化遺産学交流会を行なった。これまで

の交流会では、関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターにお越しいただいてきたが、今回は当センターが佐

賀大学を訪問する形での開催となった。

　2006年4月、佐賀大学地域学歴史文化研究センターは、「〈地域学〉の創出」を目標に、「文理融合型の研究センター」

として設立された。センターは、考古学、国文・文献学、洋楽・思想史、地域史・史料学の 4つの研究部門で構成され、

研究推進と地域貢献活動を主な事業として活動している。

　まず、副センター長の青
あお

木
き

歳
としゆき

幸氏からご挨拶いただき、続いてセンター長の高
たかさきようぞう

崎洋三氏に地域学歴史文化研究セ

ンターの概要についてご説明いただいた。

　つづいて、専任教員の伊
い

藤
とう

昭
あきひろ

弘氏よりセンター設立の経緯や具体的な研究活動についてのご紹介があった。伊藤

氏には、展示会・講演会・シンポジウム・刊行物を中心に、世界遺産登録に向けた取り組みなどもお話いただいた。

　一方、当センターからは、まずセンター P.D. の櫻木潤が、「関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動」

と題して、「文化遺産学の構築」「地域連携」というテーマで紹介した。

　そして、センター特別任用研究員の内田𠮷哉からは、「特別プロジェクト「豊臣期大坂図屏風」の研究」と題して、

センターがこれまで取り組んできた豊臣期大坂図屏風の調査・研究活動について報告した。そして、お互いのセン

ターの紹介の後、最後に質疑応答という形で意見交換を行なった。

　また、交流会の後には、地域学歴史文化研究センターの活動拠点である「菊
きく

楠
なん

シュライバー館」（旧制佐賀高等

学校の外国人宿舎を復元した建物）をご案内いただいた。

高崎　洋三氏 伊藤　昭弘氏

櫻木　潤（P.D.） 内田　𠮷哉（特別任用研究員）
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第 3回文化遺産学交流会

伊藤氏による解説意見交換の様子

菊楠シュライバー館
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　　地域とともに歩む―文化遺産学交流会を振り返って―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中尾　和昇

　関西大学なにわ・大阪文化遺産学センター（以下「なにわ」）は、文化遺産の調査・研究を通じた地域との連携

を活動の大きな柱としてきた。その活動における基軸と言えるのが、社寺に伝存する文化遺産の調査・研究である。

なにわでは、これまでに道明寺天満宮（藤井寺市）や杭全神社（大阪市平野区）の宝物調査を行ない、道明寺天満

宮の宝物に関しては、なにわ・大阪文化遺産学叢書として図録を刊行している（2007 年 3月）。しかし、単なる

宝物調査に終始していては、「文化遺産」の裾野を広げるに足る研究とはならない。さらに言えば、「文化遺産学」

を構築することには繋がらない。そこで、「文化遺産学」と「地域連携」について議論する場が必要になってきた。

しかも、その議論は決して内向きのものではなく、地域連携を掲げている研究センターとの交流を図るものでなけ

ればならない。こうしてスタートしたのが、「文化遺産学交流会」である。

　第 1回目の交流会の相手となったのは、東北芸術工科大学東北文化研究センター。なにわより早い 1999 年に

活動がスタートし、オープン・リサーチ・センター整備事業も 2期目に突入している。お招きした菊地和博氏に

よれば、東北文化研究センターという名前を掲げる以上は、東北の実態を真摯に受け止め、研究者として何ができ

るかを見つめ直さなければならないという。そこには、文化を継承したくても、それを担うべき人間がいない、東

北という地域の実情が背景として存在している。それとは対照的に、担うべき人間がいるにもかかわらず、自分た

ちが育んできた文化を見失っているのが大阪である。地域性が連携のあり方にも違いをもたらすことを認識させら

れた。

　続く2回目の交流会では、神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターをお招きした。地域連携センターでは、

「大学は歴史文化の担い手である」という理念のもとに、地域の人々とともに自治体史を編纂したり、水害により

被災した史料の保存・活用による地域活性化を提案したりと、特徴のある活動がなされている。この地域連携セン

ターと議論していくなかで、なにわとの取り組み方の違いが鮮明になった。ひとつは連携の対象。地域連携センター

は自治体との連携を中心としている。しかし、なにわでは連携する相手を特定することなく、幅広い交流関係をもっ

ている。もうひとつは、取り扱う〈モノ〉の違い。地域連携センターでは古文書などの「史料」を軸としているが、

なにわでは文献資料にとらわれずになにわ伝統野菜や神社のお祭りなども「文化遺産」としてとらえている。しか

し、それぞれに強み・弱みがあるので、どちらが優れているかという議論にしてはならない。

　3回目は、佐賀大学地域学歴史文化研究センターが交流の相手となった。これまでは、なにわにお越しいただい

てきたが、この交流会では佐賀大学を訪問する形での開催となった。新たな学問体系である〈地域学〉の創造を

掲げた、「文理融合型」の研究センターが設立されたのは、2006 年 4月。考古学、国文・文献学、洋学・思想史、

地域史・史料学の 4つの研究部門で構成されているが、なかでも洋学・思想史という研究部門は、このセンター

の特徴であると言える。佐賀という地域は、「小
お ぎ

城鍋島文庫」に見られるように洋学が盛んで、西洋近代文明受容

の拠点であった。そこで、医学史がご専門の青
あお

木
き

歳
としゆき

幸氏を中心に、佐賀の歴史文化における洋学の関わりを解明す

るための研究が進められている。まさに、「文理融合」「地域学の創造」を目指しているこの研究センターの強い意

志が感じられる。逆になにわでは人文系、特に歴史学系の研究者が中心であるため、どうしても研究に偏りが生じ

てしまう。幅広い分野からの人材登用が必要だということが鮮明になった。

　これらの交流会は、「文化遺産学」における「地域連携」のあり方を考える材料を提供してくれたように思う。

しかし、「文化遺産学」に答えがあるわけではないし、これまでの 5年間が、必ずしも正しい道を辿ってきたわけ

でもない。一人一人が自分なりに、なにわ・大阪の地に眠っている「文化遺産」を発掘し、「文化遺産学」を築い

ていくことが、最善の道ではないだろうか。

地域とともに歩む―文化遺産学交流会を振り返って―



協力者一覧（敬称略）
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神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター

佐賀大学地域学歴史文化研究センター
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関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター外観



　「関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター　Occasional Paper」No.10 をお届け

します。本書は、2008 年 10 月 17日および 2009 年 3月 7日に関西大学なにわ・大阪

文化遺産学研究センターにて、2009 年 11 月 19日に佐賀大学地域学歴史文化研究セン

ターにて行ないました「文化遺産学交流会」の記録をまとめたものです。

　東北文化研究センターとの文化遺産学交流会では、文化遺産学フォーラムの関連行事と

いう形での開催でしたが、神戸大学地域連携センターとの交流会では、本格的な討議の場

を設け、活発な議論を交わすことができました。また、3回目の交流会では、実際に佐賀

の地を訪れ、文化遺産を肌で感じることができました。

　文化遺産学交流会では、地域連携を掲げている研究センターとの交流を通じて、大阪と

いう地域とどう向き合っていくべきかを考える良い機会となりました。そして、本書を編

集するにあたり、あらためて「文化遺産学
4

」の面白さと難しさを感じました。

　文化遺産学交流会の開催および本書の刊行にあたり、東北芸術工科大学東北文化研究セ

ンターの菊地和博氏・岸本誠司氏、神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターの奥村

弘氏・坂江渉氏、河野未央氏、そして佐賀大学地域学歴史文化研究センターなど、多くの

方がたにご協力を賜わりました。この場をお借りして、皆様に心より御礼申し上げます。

（編集　中尾 和昇）

編 集 後 記
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